
『平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

1
明
星
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に
－

　
　
附
　
林
原
本
・
明
暦
版
本
・
真
田
本
’
明
星
本
場
面
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
陽
子

の

公
開
と
書
誌
・
釈
文
・
解
説
、
図
版
解
説
、
武
士
の
絵
画
表
現
の
考
察
を
併
せ
た

デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
一
部
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
閲
覧

　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
可
能
と
な
っ
た
。

　
全
図
の
写
真
図
版
が
公
開
さ
れ
た
時
点
で
、
個
々
の
挿
絵
の
み
を
取
り
出
し
並
べ

て
比
較
す
る
こ
と
、
ま
た
他
の
『
平
家
物
語
』
絵
の
図
版
と
比
較
す
る
こ
と
が
容
易

に

な
っ
た
。
そ
こ
で
作
成
を
試
み
た
の
が
、
文
末
に
【
『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻

諸
本
の
場
面
対
照
表
】
と
し
て
掲
載
し
た
、
他
の
『
平
家
物
語
』
絵
巻
・
絵
本
と
の

挿
絵
場
面
選
択
の

比
較
表
で

あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
表
を
併
用
し
つ
つ
、
他
本
の
挿

絵
と
明
星
大
学
本
挿
絵
と
を
比
較
し
、
個
々
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。

序

明
星
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
家
物
語
』
絵
本
に
つ
い
て

l　
『
平
家
物
語
』
の
絵
画
化
と
作
風

　
明
星
大
学
図
書
館
に
は
江
戸
時
代
の
『
平
家
物
語
』
絵
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

完
本
で
は
な
く
『
平
家
物
語
』
十
二
巻
の
う
ち
巻
一
と
巻
十
二
・
灌
頂
巻
を
欠
く
十

帖
で

あ
る
が
、
専
用
の
蒔
絵
箱
に
収
め
ら
れ
た
現
存
分
は
極
め
て
保
存
が
よ
く
、
脱

　
　
　
　
　
　
（
1
）

漏
や
汚
損

も
な
い
。
二
百
図
を
越
え
る
挿
絵
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
購
買
時
の

記
録
か

ら
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
冊
子
体
ゆ
え
に
各
図
を
見
比
べ
る
こ
と
は
難
し
く
、

綴
糸
の
傷
ん
で
い
る
帖
も
あ
る
た
め
、
非
公
開
の
状
態
が
続
い
て
き
た
。

　
そ
こ
で
詞
書
を
含
む
全
画
面
の
撮
影
と
妄
o
ぴ
上
で
の
全
写
真
図
版
の
公
開
が
志

さ
れ
た
。
当
初
、
明
星
大
学
日
野
校
貴
重
書
デ
ィ
ジ
タ
ル
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

部

と
し
て
第
四
巻
ま
で
撮
影
し
た
時
点
で
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
九
年
度
よ

り
新
た
に
「
物
語
絵
画
に
お
け
る
武
士
ー
表
現
の
比
較
研
究
と
作
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

化
」
　
（
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
t
s
g
e
　
（
C
）
　
1
9
5
2
0
1
1
4
）
　
g

一
環

と
し
て
、
撮
影
が
再
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
『
平
家
物
語
』
絵
本
を

含
む

明
星
大
学
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
前
期
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
類
の
、
図
版
写
真

　
『
平
家
物
語
』
の
絵
画
化
は
い
つ
か
ら
か
o
作
中
人
物
が
登
場
す
る
作
品
で
あ
れ

ば

鎌
倉
時
代
に
始
ま
り
、
平
清
盛
が
活
躍
す
る
「
平
治
物
語
絵
巻
」
が
作
ら
れ
、
現

存

し
て
い
る
。
一
方
で
は
小
督
と
高
倉
天
皇
と
隆
房
の
恋
物
語
を
描
い
た
「
隆
房
卿

艶
詞
絵
巻
」
や
、
重
盛
や
維
盛
、
重
衡
ら
平
家
の
若
者
た
ち
の
華
や
か
な
宮
廷
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

出
来
事
を
描
い
た
「
平
家
公
達
絵
巻
」
の
よ
う
な
白
描
の
絵
巻
も
現
存
し
て
い
る
。

軍
記
絵
巻

と
し
て
、
集
団
行
動
す
る
源
平
軍
や
、
鎧
兜
に
身
を
包
ん
だ
個
々
の
武
者

　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

が

勇
ま
し
く
表
さ
れ
た
前
者
と
、
平
安
王
朝
の
恋
物
語
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
後
者

と
で
は
、
顔
貌
の
描
き
方
か
ら
場
面
設
定
ま
で
、
全
く
異
質
な
絵
画
表
現
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
『
平
家
物
語
』
挿
絵
の
確
実
な
文
献
上
の
初
出
は
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
『
看

聞
御
記
』
の
、
後
崇
光
院
が
内
裏
よ
り
借
覧
し
詞
書
を
源
中
納
言
ら
に
読
ま
せ
た

　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
平
家
絵
十
巻
」
で
、
引
き
続
い
て
南
都
喜
多
院
の
「
平
家
八
嶋
絵
」
三
巻
や
、
内

裏
の
『
平
家
物
語
』
四
十
帖
、
「
平
家
絵
扇
流
屏
風
」
等
、
相
次
い
で
小
画
面
連
作

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子
＊
　
一
般
教
育
　
准
教
授
　
美
学
美
術
史
（
日
本
・
東
洋
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】
第
十
七
号
　
二
〇
〇
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
し

の

『
平
家
物
語
』
絵
と
思
し
き
記
事
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
が
如
何
な
る
作
風
で

あ
っ
た
か
は
判
ら
な
い
。
現
存
最
古
の
「
平
家
物
語
絵
巻
」
は
十
六
世
紀
の
土
佐
光

信
工
房
作
と
さ
れ
る
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
・
個
人
・
京
都
国
立
博
物
館
に
部
分
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に

分
蔵
さ
れ
る
白
描
「
平
家
物
語
絵
巻
」
で
あ
る
。
画
面
を
見
る
限
り
で
は
、
武
者

は

軍
記
絵
巻
特
有
の

表
情

と
は
異
な
る
が
、
恋
物
語
の
絵
巻
ほ
ど
耽
美
的
で
は
な
い
。

注

目
す
べ
き
ぷ
3
5
平
家
物
語
』
か
ら
派
生
し
た
素
朴
な
物
語
の
絵
本
．
絵
巻
類
が

作

ら
れ
始
め
て
い
る
こ
と
で
、
「
横
笛
草
子
」
の
よ
う
な
恋
愛
と
発
心
を
主
題
と
し

た

も
の
、
「
義
経
東
下
り
」
「
じ
ぞ
り
弁
慶
」
の
よ
う
な
武
者
を
主
入
公
と
し
た
も
の

と
、
分
野
は
双
方
に
わ
た
る
。

　
一
方
、
『
平
家
物
語
』
中
の
特
定
の
画
題
を
抜
き
出
し
た
屏
風
絵
で
、
構
図
の
近

似

し
定
型
化
し
た
作
例
が
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
多
く
見
ら
れ
る

（
註

7
参
照
）
。
二
の
谷
合
戦
図
L
「
宇
治
川
先
陣
争
図
」
「
平
敦
盛
・
熊
谷
直
実
図
」

「
那
須
与
一
」
な
ど
個
々
の
場
面
を
取
り
上
げ
た
も
の
、
r
l
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
L

の

よ
う
に
大
画
面
に
多
く
の
名
場
面
を
ち
り
ば
め
た
も
の
な
ど
武
者
絵
的
な
合
戦
屏

風
の

一
方
、
「
大
原
御
幸
図
」
の
よ
う
な
叙
情
的
な
主
題
と
描
写
の
も
の
も
あ
る
。

　
近
世
の
絵
入

り
『
平
家
物
語
』
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
名
家
旧
蔵
本
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
福
井
藩
主
松
平
家
に
伝
来
し
た
林
原
美
術
館
本
の
考
察
で
は
、
『
時
慶

卿

記
』
寛
永
九
年
条
の
「
平
家
物
語
絵
詞
」
が
東
福
門
院
和
子
の
出
産
の
翌
日
か
ら

読
み

聞
か
せ
ら
れ
た
記
事
か
ら
、
「
か
よ
う
な
事
情
を
背
景
と
し
て
、
江
戸
初
期
か

ら
中
期
に
か
け
て
、
将
軍
家
や
大
大
名
が
、
浩
潮
な
『
平
家
物
語
』
の
絵
巻
づ
く
り

を
企
画
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
（
註
6
参
照
）
。
ま
た
真
田

宝
物
館
本
は

真
田
家
の
、
熊
本
大
学
北
岡
文
庫
本
も
細
川
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
い

い

（註

5
出
口
解
説
参
照
）
、
大
名
家
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
星
本
の
成
立
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
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二
　
【
『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
諸
本
の
場
面
対
照
表
】
に
つ
い
て

　
【
『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
諸
本
の
場
面
対
照
表
】
に
は
、
明
星
本
と
比
較
的
時

代
が
近

い

と
思
わ
れ
る
江
戸
時
代
前
期
の
『
平
家
物
語
』
絵
巻
・
絵
本
の
う
ち
、
完

本

で
全

図
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
作
例
と
し
て
、
林
原
美
術
館
本
と
真
田
宝
物
館
本

ヱ
腿
ん

だ
。
林
原
美
術
館
本
の
図
版
と
場
面
解
釈
に
は
、
小
松
茂
美
編
の
中
央
公
論

社
版

を
、
真
田
宝
物
館
本
で
は
、
郷
土
研
究
誌
『
長
野
』
に
連
載
さ
れ
た
小
林
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

郎
．
小
林
玲
子
「
絵
で
読
む
「
平
家
物
語
」
L
の
図
版
写
真
と
解
説
を
参
考
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
と
同
じ
か
先
立
つ
時
代
の
版
本
と
し
て
、
上
方
で
刊
行
さ
れ
た
明
暦
二
年

（
一
六
五

六
）
版
の
挿
絵
を
加
え
た
。
『
平
家
物
語
』
最
初
の
絵
入
り
版
本
で
あ
り
、

出
口
久
徳
に
よ
っ
て
以
後
の
絵
入
り
版
本
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ

ー
テ
ィ
ー
図
書
館
本
や
真
田
宝
物
館
本
な
ど
の
挿
絵
入
り
写
本
へ
の
影
響
が
指
摘
さ

れ

る
も
の
で
あ
る
。
明
暦
二
年
版
本
の
図
版
は
福
井
市
立
図
書
館
松
平
蛋
超
を
用

い
、
書
誌
以
下
は
出
・
の
「
明
暦
二
年
版
『
平
家
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
・
．
芭
」

「
絵
入
り
版
本
『
平
家
物
語
』
予
挿
絵
の
中
の
義
経
゜
弁
慶
の
物
語
に
つ
い
盲
」

を
参
考
と
し
た
。

　
各
本
の
場
面
選
択
以
外
で
注
目
し
た
の
は
、
一
画
面
中
に
「
異
時
同
図
」
の
よ
う

な
複
数
の
時
制
、
あ
る
い
は
霞
や
山
で
区
切
ら
れ
た
複
数
の
時
間
や
場
所
が
描
か
れ

て

い

る
か
否
か
で
あ
り
、
複
数
の
場
合
は
そ
の
総
場
面
数
を
洋
数
字
で
付
加
し
た
。

ま
た
、
明
星
本
の
絵
は
総
て
見
開
き
の
二
頁
に
亙
る
が
、
真
田
本
は
見
開
き
と
半
丁

分

（片
頁
）
の
も
の
と
が
あ
り
、
明
暦
二
年
本
は
、
中
央
で
折
ら
れ
た
l
丁
分
の
表

裏

が
一
続
き
の
絵
の
も
の
と
、
別
場
面
の
二
図
（
片
頁
ず
つ
二
図
）
の
も
の
と
が
あ

る
の
で
、
片
頁
の
も
の
に
＊
印
を
付
け
た
。

　
さ
ら
に
錯
簡
の
有
無
も
記
し
た
。
林
原
本
巻
十
二
に
錯
簡
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で



に

小
松
が
指
摘
し
て
い
る
（
註
6
参
照
）
。
今
回
用
い
た
明
暦
二
年
版
本
の
松
平
文

庫
本
に
も
巻
一
・
三
・
七
・
十
・
十
1
・
十
二
に
、
錯
簡
と
思
し
き
も
の
が
あ
り
、

該
当
箇
所
を
捜
す
こ
と
と
な
っ
た
。
巻
十
一
の
「
遠
矢
」
の
船
戦
の
箇
所
で
陸
上
で

弓
を
射
合
う
両
群
は
、
錯
簡
か
絵
師
の
間
違
い
か
不
明
だ
が
、
こ
れ
以
外
の
該
当
箇

所

は
カ
ッ
コ
内
に
正
当
と
思
わ
れ
る
章
名
と
丸
囲
い
の
洋
数
字
で
示
し
た
。

　
こ

の

【
表
】
で
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
林
原
本
の
七
o
五
画
面
、
他
本
の
約
三
倍

と
い
う
、
画
面
数
の
圧
倒
的
な
多
さ
で
あ
る
。
平
家
物
語
十
二
巻
の
各
巻
を
さ
ら
に

三
巻
ず
つ
に
分
け
た
構
成
で
あ
る
た
め
か
、
場
面
選
択
の
偏
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

さ
ら
に
そ
の
約
半
数
が
一
画
面
に
複
数
の
場
面
を
霞
等
で
区
切
っ
て
描
く
の
で
、
総

画
面
数
は
膨
大
と
な
る
。

　

し
か
し
そ
の
林
原
本
で
も
、
総
て
の
場
面
を
網
羅
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
巻
六

r
紅

葉
L
で
、
高
倉
天
皇
の
愛
し
た
紅
葉
の
葉
を
焚
火
に
し
て
酒
を
飲
ん
で
し
ま
う

下
部
た
ち
の
場
面
は
、
図
柄
も
美
し
い
の
で
明
星
本
や
明
暦
二
年
本
で
取
り
上
げ
ら

れ
て

い

る
が
、
林
原
本
に
は
な
い
。
他
の
1
1
1
本
の
P
］
面
数
は
、
明
暦
本
の
一
八
四
丁

（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

か

ら
真
田
本
の
二
五
三
面
ま
で
比
較
的
近
い
が
、
敦
盛
最
期
や
那
須
与
一
の
よ
う
な

名
場
面
以
外
で
は
選
択
場
面
に
相
違
が
あ
り
、
明
暦
本
と
図
様
の
近
似
が
指
摘
さ
れ

る
真
田
本
（
註
1
3
参
照
）
で
す
ら
、
例
え
ば
巻
一
の
挿
絵
の
う
ち
同
一
内
容
が
選
択

さ
れ
た
例
は
約
半
数
に
す
ぎ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
真
田
本
に
あ
る
巻
一
「
清
水
炎
上
」
の
高
倉
天
皇
の
即
位
式
や
、
明
星

本
巻
九
コ
ニ
之
懸
L
の
一
番
乗
り
を
名
乗
り
挙
げ
る
熊
谷
父
子
、
明
暦
本
巻
十

「
滝
口
入
道
」
に
帰
依
す
る
人
々
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
他
の
三
本
に
な
い
場
面
が
あ

る
。
選
ば
れ
た
箇
所
が
完
全
に
は
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
各
本
の
場
面
選

択

が
、
相
互
間
の
全
面
的
な
模
倣
や
引
用
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
林
原
美
術
館
本
の
特
徴

　
そ

こ

で
各
本
の
挿
絵
を
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
林
原
美
術

館
本
は
、
越
前
福
井
藩
主
松
平
家
に
伝
来
し
た
（
註
6
参
照
）
。
初
巻
の
詞
書
の
筆

者
青
蓮
院
門
跡
が
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
没
の
尊
純
法
親
王
に
あ
た
る
の
で
、
制

作
時
期
の
下
限
は
こ
の
頃
と
さ
れ
る
。
折
紙
の
筆
者
目
録
に
「
絵
　
土
佐
佐
助
」
と

あ
る
が
、
該
当
す
る
絵
師
は
土
佐
派
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
「
土
佐
派
の
典
型
的
な
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

風

で
は

な
く
、
民
間
の
工
房
に
あ
っ
た
人
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

　
公
家
や
女
性
の
引
目
鉤
鼻
と
武
者
の
顔
立
ち
と
を
描
き
分
け
、
公
家
や
女
性
の
顔

は

顎
が
長

く
面
長
で
あ
る
。
武
者
〈
図
1
＞
は
目
鼻
立
ち
が
大
き
く
、
目
は
上
下
の

瞼
の
線
を
描
い
て
白
目
を
表
し
、
鼻
は
尖
り
気
味
で
小
鼻
や
鼻
孔
を
描
き
、
口
は
唇

が
厚

い

か
、
へ
の
字
に
結
び
、
頬
骨
を
強
調
し
た
ご
つ
ご
つ
と
し
た
輪
郭
で
、
概
ね

面
長
に

描
か

れ
、
鼻
の
輪
郭
が
明
確
な
真
横
向
き
の
顔
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
特
徴

は

『
平
治
物
語
絵
巻
』
以
来
、
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
や
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
な
ど

男
絵
系
の
合
戦
絵
巻
中
に
武
者
の
顔
貌
と
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
、
林
原
本
も
こ
の

武
者
表
現
を
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
（
註
4
参
照
）
。

　　・一”“　喜ぶ

1　林原美術館本巻四「橋合戦」

の武者の顔貌

　　　　　．三ニゴ

鱗纂

　
面
長

で
時
に
頬
骨
の
強
調
さ
れ
た

「
豊
頬
長

顎
」
と
も
見
得
る
顔
立
ち

と
、
手
首
足
首
の
く
び
れ
た
四
肢
、

女
性
の
長
く
う
ね
る
髪
と
後
れ
毛
を

や

や

執
拗
に
描
く
こ
と
、
巻
九
「
落

足
」
第
二
段
の
「
人
馬
の
肉
、
山
の

如
し
」
の
散
ら
ば
る
人
馬
の
屍
骸
を

忠
実
に
、
斬
ら
れ
た
首
の
断
面
ま
で

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子
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も
表
す
よ
う
な
残
酷
な
描
写
は
、
土
佐
派
よ
り
も
か
つ
て
こ
の
越
前
松
平
家
の
下
で

絵
巻

を
制
作
し
た
岩
佐
又
兵
衛
派
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。

　
王
朝
風
の
直
衣
や
女
房
装
束
、
鎧
兜
や
馬
の
描
き
方
は
手
馴
れ
て
い
る
。
一
方
で

小

紋
の
直
垂
や
、
水
墨
画
の
襖
と
青
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
数
奇
屋
風
書
院
造
の

（1
8
）

建
築

な
ど
、
当
世
風
の
要
素
も
混
在
す
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
物
語
絵
巻
と
共
通
す

る
。
絵
具
は
上
質
で
、
特
に
巻
一
「
我
身
栄
華
」
の
衣
装
な
ど
は
絵
旦
ハ
も
濃
く
丁
寧

で
、
衣
の
輪
郭
や
文
様
に
は
金
泥
の
細
線
が
用
い
ら
れ
る
。
霞
は
白
群
に
金
砂
子
が

蒔
か
れ
、
背
景
は
緑
青
の
濃
淡
が
使
い
分
け
ら
れ
、
松
枝
も
細
や
か
に
表
現
さ
れ
る
。

　
画
面
に

は

長
短
が

あ
り
、
巻
一
「
我
身
栄
華
」
の
よ
う
な
数
紙
に
及
ぶ
長
大
画
面

の

l
方
で
、
半
紙
に
も
満
た
な
い
場
面
も
あ
る
。
短
い
場
面
が
続
く
絵
に
あ
わ
せ
て
、

一
紙
ず
つ
に
数
行
の
み
書
か
れ
た
詞
書
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
絵
が
先
に
描

か
れ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
巻
十
二
の
数
箇
所
の
絵
の
錯
簡
は
、
絵
と
詞
書
を
表
旦
ハ
す

る
時
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
一
場
面
に
描
か
れ
る
人
物
の
多
さ
も
目
立
つ
。
例
え
ば
巻
十
一
「
弓
流
」
の

同
場
面
で
は
、
明
星
本
の
十
五
名
、
明
暦
本
と
真
田
本
の
各
二
四
名
に
対
し
、
林
原

本
で
は

六
一
名
を
数
え
る
。
人
物
の
大
き
さ
は
い
ず
れ
の
本
も
六
セ
ン
チ
前
後
と
さ

ほ

ど
変
わ
ら
な
い
が
、
林
原
本
で
は
び
っ
し
り
重
な
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。

　
画
面
構
成

で
特
徴
的

な
の
は
、
一
つ
の
画
面
に
数
場
面
を
描
く
例
が
多
い
こ
と
で
、

約
半
分
の
画
面
が
該
当
す
る
。
こ
と
に
巻
四
で
は
三
五
図
と
、
巻
全
体
の
1
1
1
分
の
二

の

画
面
に

お

い

て
、
霞
や
山
並
で
区
切
っ
て
複
数
の
異
な
る
場
面
を
描
き
込
む
。
例

え
ば
巻
三
「
有
王
島
下
」
二
段
は
、
鬼
界
島
に
着
い
て
か
ら
俊
寛
を
捜
し
て
昼
夜
と

な
く
歩
き
、
再
会
す
る
ま
で
の
有
王
が
、
一
画
面
を
霞
と
山
で
区
切
っ
た
五
箇
所
に

描
か
れ
る
。
巻
四
「
厳
島
御
幸
」
五
段
の
高
倉
上
皇
も
、
鳥
羽
殿
へ
の
到
着
・
後
白

河
と
の
出
会
い
、
語
り
合
い
・
厳
島
へ
の
牛
車
・
船
と
、
一
画
面
に
五
箇
所
、
霞
・

樹
木
・
館
・
土
披
を
駆
使
し
て
細
か
く
区
切
ら
れ
た
空
間
に
表
さ
れ
る
。
あ
ま
り
に

細
切
れ
の
慌
し
い
画
面
は
、
再
会
の
し
み
じ
み
と
し
た
情
感
を
感
じ
さ
せ
る
余
裕
を

与

え
な
い
o

　
総

じ
て
、
各
画
面
ご
と
に
完
結
し
た
絵
画
ま
た
は
緩
急
自
在
な
絵
巻
と
い
う
よ
り

も
、
『
平
家
物
語
』
の
詞
書
の
内
容
を
逐
語
訳
的
に
忠
実
に
絵
画
化
し
た
印
象
が
強

い
。

三
　

明
暦
二
年
版
本
に
つ
い
て

　
明
暦
二
年
版
本
に
つ
い
て
は
、
出
口
久
徳
の
論
文
（
註
1
3
・
1
4
参
照
）
に
詳
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

こ

の
版

は
、
『
平
家
物
語
』
の
最
初
の
絵
入
り
版
本
で
、
他
の
版
に
比
べ
挿
絵
数
が

特
に
多
く
、
ま
た
寛
文
十
二
年
版
や
写
本
の
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
図
書
館
本
な

ど
、
後
代
の
『
平
家
物
語
』
挿
絵
本
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
挿
絵
の
特
徴
と
し
て
出
口
が
挙
げ
る
の
が
、
群
像
表
現
を
用
い
た
絵
と
、
一
丁
分

の

表
裏
で
続
く
図
様
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
巻
七
「
木
曾
願
書
」
で
は
、
明
暦
本
の

表
裏
に

ま
た
が
る
1
丁
の
図
を
開
く
と
、
義
仲
と
願
書
を
書
く
覚
明
の
他
に
こ
れ
を

囲
ん
で
見
つ
め
る
総
計
二
十
三
名
の
従
者
た
ち
が
描
か
れ
、
同
場
面
を
描
い
た
版
本

『
舞
の
本
』
の
挿
絵
の
二
名
、
寛
文
十
二
年
版
『
平
家
物
語
』
の
三
名
と
比
べ
、
際

立
っ

て
多
い
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
本
と
し
て
綴
じ
ら
れ
た
状
態
で
は
、
明
暦
本
の
図

は

中
央
か
ら
折
ら
れ
、
表
裏
に
分
か
れ
て
し
ま
う
の
で
、
裏
側
の
頁
で
は
従
者
達
の

視
線
は

義
仲
に
届
か
ず
、
群
像
表
現
の
効
果
は
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
出
口

は

こ

の

図
様
を
、
典
拠
と
し
た
先
行
作
品
に
基
づ
い
た
ゆ
え
と
考
え
る
。

　
巻

三

「
有
王
島
下
」
の
俊
寛
と
の
再
会
の
場
面
で
は
、
丁
の
表
に
立
ち
す
く
む
有

王

と
俊
寛
を
、
裏
に
有
王
の
前
に
倒
れ
る
俊
寛
を
描
き
、
丁
を
め
く
る
と
次
の
動
き

が
見

え
る
表
現
を
挙
げ
、
先
行
作
品
の
異
時
同
図
法
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
よ
っ
た
効

果

と
解
釈
す
る
。
ま
た
巻
五
「
奈
良
炎
上
」
で
平
家
軍
と
僧
兵
達
の
乱
戦
の
図
中
に
、



東
大
寺
炎
上
の
張
本
人
と
さ
れ
る
重
衡
と
判
別
で
き
る
姿
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
、

r
先
行
す
る
合
戦
絵
の
あ
る
部
分
を
切
り
取
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
L
と

い
う
。

　
明
暦
本
の
先
行
作
品
と
し
て
、
出
口
は
「
群
像
表
現
、
異
時
同
図
法
、
中
世
合
戦

絵
的
な
絵
な
ど
」
の
要
素
か
ら
版
本
で
は
な
い
と
し
、
伝
土
佐
光
信
筆
の
白
描
絵
巻

の

よ
う
な
絵
巻
形
態
の
も
の
を
想
定
す
る
。
そ
の
一
方
、
l
の
谷
合
戦
屏
風
と
明
暦

本
巻
九

「
坂
落
」
が
と
も
に
、
坂
を
下
ろ
う
と
す
る
義
経
勢
と
同
時
に
、
奇
襲
に
気

が
付
い
て
い
な
い
平
家
の
陣
内
を
描
く
こ
と
を
指
摘
し
、
「
絵
の
発
想
、
人
物
の
配

置
、
描
き
方
な
ど
が
極
め
て
似
通
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
暦
本
が
先
行
作
品
に
拠
る

　

　
　
　
こ
と
は
、
構
図
の
巻
九
「
木
曾

　

　
　
　
最
期
」
の
よ
う
に
、
兼
平
の
最

一一＿＿’一
＝＝「’＝二＝＝：＝iiii＝＝＝＝（5＝＝＝：＝：

まふ　　　　　　エ

2　明暦版本巻七「竹生嶋詣」の丁の表と裏

期
が
前
頁
、
義
仲
の
死
が
後
頁

と
、
時
制
と
逆
に
な
っ
た
見
開

き
の
図
版
に
基
づ
い
た
と
思
し

き
図
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

そ

の

典
拠

と
な
っ
た
作
品
が
ど

の

よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
か
を
、

先
の
【
場
面
対
照
表
】
で
さ
ら

に
考
察
し
た
い
。

　
明
暦
本
の
挿
絵
の
構
図
は
、

全
体
が
同
質
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
．
m
p
　
l
　
’
巻
二
の
ほ
ぼ
総

て
が

r
木
曾
願
虫
目
L
の
よ
う
な

丁
の
表
裏
に

亙

る
図
様
で
あ
る

の

に

対

し
、
巻
三
以
降
巻
六
ま
で
は
、
「
建
礼
門
院
の
安
産
祈
願
」
と
「
赦
免
状
を

下
す
清
盛
」
の
ご
と
く
、
多
く
が
丁
の
表
裏
で
場
所
や
時
制
が
異
な
り
　
（
【
表
】
で

は

＊
印
）
図
様
は
繋
が
ら
な
い
o
絵
師
が
違
う
の
か
、
丁
の
中
央
で
図
様
が
切
れ
る

こ

と
に
気
付
い
た
の
か
、
巻
七
「
竹
生
嶋
詣
」
〈
図
2
＞
の
如
く
当
初
は
一
続
き
で

あ
っ
た
図
柄
も
、
半
分
は
船
着
場
に
、
半
分
は
竹
生
嶋
社
の
縁
先
に
と
別
画
面
に
な

る
よ
う
に
手
を
加
え
て
垣
・
典
拠
本
の
翼
時
同
図
法
L
の
奪
る
業
と
見
ら
れ

た

巻
三

「
有
王
島
下
」
の
俊
寛
と
の
再
会
場
面
〈
図
3
＞
は
、
二
図
と
も
同
じ
家
と

木
の

背
景
な
の
で
、
版
本
の
絵
師
が
意
図
的
に
、
丁
の
表
裏
で
俊
寛
の
時
制
を
変
え

て

二
図
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
・

一ミ・

曇一
c三≡≡≡

t
w
l
i
l
i
t
，
i
・
i
i
f
i
i
i
i
’
，
i
，
i
l
l
l
i
“
I
I
I
“
“
l
l
l
l

　　　　　　　　　　　　
t

3明暦版本巻三「有王島下」の丁の表と裏

　
こ

の

絵
師
自
身
の
工
夫
か
と

思
わ

れ

る
も
の
に
陣
幕
の
紋
が

あ
る
。
源
平
の
紅
白
の
旗
は
、

着
色
画
な
ら
ば
l
目
で
区
別
が

付

く
が
、
単
色
の
版
本
で
は
識

別
で
き
な
い
。
そ
こ
で
平
家
の

陣
幕
に
は
蝶
紋
、
源
氏
に
は
笹

（笹
竜
胆

か
）
が
描
か
れ
る
。

こ

れ
は

明
暦
本
巻
五
「
富
士

川
」
以
降
に
見
ら
れ
、
巻
四

「
橋
合

戦
」
に
は
な
い
。
単
色

の
版
本
や

白
描
絵
巻
に
拠
っ
た

の

で

あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
識
別

の
た

め
の
紋
所
を
写
し
た
で
あ

ろ
う
。
彩
色
本
を
典
拠
と
し
て

い
た

こ

の

絵
師
が
、
単
色
の
版

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子
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本
で
の
源
平
の
識
別
し
難
さ
に
気
付
き
、
巻
五
か
ら
付
加
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
1
方
、
　
r
坂
落
L
の
一
の
谷
合
戦
の
構
図
か
ら
は
、
曲
ハ
拠
と
な
っ
た
絵
の
形
態
が

想
像

さ
れ
る
。
坂
上
の
源
氏
と
坂
下
の
平
家
の
陣
屋
の
様
子
を
同
時
に
描
く
構
図
は
、

上
下
の

空
間
が
必
要
と
さ
れ
る
。
縦
幅
の
狭
い
横
長
の
絵
巻
で
は
、
下
方
の
平
家
陣

ま
で
描
き
込
む
の
は
難
し
く
、
林
原
本
の
よ
う
に
改
め
て
別
場
面
と
し
て
描
く
他
は

な
い
。
し
か
し
屏
風
の
よ
う
な
大
画
面
で
あ
れ
ば
源
平
を
上
下
に
描
く
こ
と
は
容
易

で
、
効
果
的
で
す
ら
あ
る
。
明
暦
本
が
典
拠
と
し
た
先
行
作
品
は
、
必
ず
し
も
白
描

絵
巻
の

み

と
は
限
ら
な
い
。
絵
巻
に
し
て
は
群
像
場
面
の
入
数
が
多
く
、
華
や
か
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
こ
と
も
含
め
て
、
屏
風
絵
に
拠
っ
た
箇
所
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

四

　
真
田
宝
物
館
本
に
つ
い
て

　
真
田

宝
物
館
本
は
、
挿
図
二
五
三
枚
（
註
1
1
参
照
）
を
貼
り
込
ん
だ
三
十
巻
本
で
、

真
田
繧
伝
来
し
袈
大
聖
寺
藩
出
身
の
五
代
藩
主
真
田
信
安
夫
入
の
嫁
入
り
本
か

と
さ
れ
る
。
挿
絵
は
見
開
き
と
半
丁
と
が
混
在
す
る
。
水
波
や
畳
、
着
衣
な
ど
の
彩

色
は

濃

く
、
比
較
的
原
色
を
多
く
使
う
。
霞
に
は
金
砂
子
を
蒔
き
、
衣
文
線
や
女
房

装
束
の
文
様
、
鎧
兜
の
金
旦
ハ
に
は
金
泥
が
使
わ
れ
て
い
る
。
貴
族
の
顔
は
白
塗
り
で

面
長
の

引
目
鉤
鼻
、
武
者
は
白
塗
り
と
肌
色
を
使
い
分
け
、
鼻
が
や
や
大
き
く
描
か

れ

る
が
両
者
の
差
は
極
端
で
は
な
い
．
弁
慶
の
顔
の
み
は
、
灰
色
で
一
回
り
大
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

描
か
れ

る
の
が
目
立
つ
。
真
横
顔
が
比
較
的
多
く
、
奈
良
絵
本
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
頬
の
ふ
く
ら
み
を
表
す
線
が
入
る
。

　
真
田
本
挿
絵
に
は
明
暦
本
と
近
似
す
る
図
様
の
画
面
の
多
い
こ
と
が
、
巻
一
「
妓

王
」
の
、
三
人
の
庵
を
訪
ね
る
出
家
姿
の
仏
御
前
の
図
版
を
通
し
て
、
出
口
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
両
者
の
場
面
選
択
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
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い
．
例
え
ば
巻
六
「
紅
葉
」
か
ら
「
小
督
」
に
亙
る
高
倉
天
皇
の
物
語
は
、
明
暦
本

で
は

六
場

面
、
真
田
本
で
五
場
面
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
る
見
所
で
あ
る
が
、
同
l
の

時
点
が
選
ば
れ
た
の
は
天
皇
の
文
を
見
る
葵
前
と
、
小
督
を
探
し
当
て
る
仲
国
の
二

箇
所
の
み
に
過
ぎ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
四
本
の
中
で
も
真
田
本
以
外
に
見
ら
れ
な
い
図
様
も
あ
る
。
例
え
ば
巻

九

r
浜
戦
L
の
知
盛
が
乗
っ
て
来
た
黒
馬
を
帰
す
場
面
で
、
他
の
三
本
が
海
中
で
知

盛

を
振
り
返
る
馬
を
描
く
の
に
対
し
、
真
田
本
の
み
は
陸
に
上
が
っ
て
か
ら
沖
の
知

盛
に

向
か
っ
て
噺
く
馬
の
姿
を
描
く
。
明
暦
本
と
真
田
本
の
選
択
場
面
や
図
様
は
、

似
た
も
の
が
多
い
と
は
い
え
、
完
全
に
重
な
る
わ
け
で
も
一
致
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

両
者
は

直
接
的
な
影
響
関
係
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
合
戦
絵
巻
や
合
戦
屏
風
を
通

じ
て
培
わ
れ
定
型
化
さ
れ
つ
つ
あ
三
平
家
物
語
の
数
多
く
の
撰
の
内
か
ら
・
そ

れ
ぞ

れ
が
引
用
し
た
ゆ
え
の
近
似
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
o

　
ま
た
真
田
本
に
は
、
八
巻
「
猫
間
」
の
段
の
挿
絵
が
全
く
な
い
。
他
本
で
は
い
ず

れ

も
猫
間
中
納
言
に
田
舎
風
の
食
事
を
出
し
て
辟
易
さ
せ
る
木
曾
義
仲
と
、
牛
車
の

乗
り
方
を
知
ら
ず
に
暴
走
さ
せ
て
し
ま
う
義
仲
の
挿
絵
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
木
曾
義

仲
の
都
で
の
田
舎
者
ぶ
り
を
描
い
た
段
で
あ
り
、
都
の
者
に
は
面
白
く
と
も
、
木
曾

と
地
理
的
に
近
い
真
田
家
に
と
っ
て
は
不
快
な
内
容
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
r
鼓
判

官
L
で
、
身
の
程
知
ら
ず
の
義
仲
が
公
卿
の
知
康
を
怒
ら
せ
て
し
ま
う
箇
所
の
挿
絵

が

な
い
こ
と
も
含
め
、
真
田
本
の
地
方
性
を
思
わ
せ
る
箇
所
で
あ
る
。

五
　
明
星
大
学
図
書
館
本
の
特
色

　
明
星
大
学
本
の
挿
絵
は
二
二
三
面
、
す
べ
て
見
開
き
の
形
で
冊
子
体
の
本
文
に
貼

り
込
ま
れ
、
錯
簡
は
な
い
。
絵
具
は
上
質
で
、
槌
色
は
見
ら
れ
な
い
o
桃
色
や
水
色

な
ど
の
中
間
色
を
交
え
、
水
波
や
土
披
の
絵
具
を
ぼ
か
す
。
戦
闘
場
面
で
も
人
数
は



比
較
的
少
な
く
、
背
景
は
あ
っ
さ
り
と
余
白
を
多
く
取
っ
て
描
く
の
で
、
全
体
的
に

は

淡

白
な
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
法
皇
や
宮
中
の
女
房
達
の
着
衣
に
は
細
い
金
泥
の

線
で
衣
文
線
や
文
様
が
描
か
れ
、
武
者
の
鎧
兜
の
金
具
に
も
金
泥
が
用
い
ら
れ
る
。

刀

や
薙
刀

な
ど
の
刃
物
に
銀
は
使
わ
れ
ず
、
灰
青
の
絵
具
に
青
が
塗
り
重
ね
ら
れ
る
。

黒
い
直
衣
に
織
り
出
さ
れ
た
立
涌
な
ど
の
有
職
文
様
や
烏
帽
子
、
鎧
の
黒
金
具
に
は
、

膠
分
の

濃
い
艶
の
あ
る
墨
が
上
か
ら
塗
ら
れ
、
襖
絵
や
出
産
の
白
絵
屏
風
に
は
光
沢

を
持
つ
雲
母
が
刷
か
れ
る
な
ど
、
光
線
の
加
減
で
し
か
見
え
な
い
箇
所
ま
で
筆
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。

　
絵
の
上
下
に
は
総
て
、
柔
ら
か
な
輪
郭
線
の
霞
が
棚
引
く
。
霞
は
淡
灰
色
の
上
に

金
砂
子
が
極

め
て
濃
く
蒔
か
れ
る
。
地
面
に
も
部
分
的
に
金
泥
が
刷
か
れ
、
余
白
の

多
い
空
間
の
調
子
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
詞
書
の
料
紙
に
も
、
下
絵
と
し
て
金
泥
で

霞
の
間
に
小
さ
目
の
草
花
や
水
草
、
風
景
等
が
繊
細
に
描
か
れ
、
各
冊
の
表
紙
見
返

し
に
は
一
面
に
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
上
質
の
素
材
と
金
の
多
用
、
細
や
か
で
手

の

込
ん
だ

仕
事
、
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
保
存
の
良
さ
、
傷
み
の

な
い
専
用
の
蒔
絵
箱
な
ど
か
ら
は
、
林
原
本
や
真
田
本
と
同
様
に
、
大
名
家
の
嫁
入

り
道
具
の
よ
う
な
制
作
事
情
が
想
像
さ
れ
る
。

　
描
写
は
き
わ
め
て
丁
寧
で
、
直
衣
や
女
房
装
束
、
鎧
兜
、
特
に
馬
の
形
状
は
手
馴

れ
て

い

る
。
敦
盛
の
萌
黄
や
直
実
の
赤
皮
絨
な
ど
、
鎧
の
配
色
も
本
文
に
か
な
り
忠

実
で
あ
る
。
義
経
の
「
赤
地
錦
の
直
垂
に
紫
裾
濃
の
鎧
」
を
再
現
す
る
た
め
直
垂
に

は

そ

れ

ら
し
き
模
様
を
加
え
、
鎧
に
は
色
の
出
に
く
い
紫
を
あ
え
て
用
い
、
弁
慶
の

直
垂
に
は
仏
教
色
の
強
い
輪
宝
模
様
を
描
く
。
南
都
牒
状
な
ど
の
僧
侶
た
ち
に
は
、

墨
染
よ
り
も
濃
淡
の
柿
色
に
金
泥
で
模
様
を
入
れ
た
衣
の
者
を
多
く
描
く
の
で
、
寺

中
で
あ
っ
て
も
華
や
か
な
色
彩
と
な
る
。

　
巻
三

「
御
産
巻
」
の
中
宮
の
産
室
〈
図
4
＞
で
は
、
本
文
に
記
述
が
な
い
白
絵
の

屏
風
や

侍
女
た
ち
ま
で
も
白
l
色
で
揃
え
た
装
束
な
ど
を
、
有
職
故
実
に
従
っ
て

白
・
銀
・
雲
母
を
駆
使
し
て
描
く
。
建
築
物
は
丁
寧
な
屋
台
引
き
の
細
線
で
描
か
れ
、

板
や
柱
ご
と
に
ぼ
か
し
が
入
れ
ら
れ
て
立
体
感
が
出
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
襖
絵
に
は

水
墨
画

が
描
か

れ
、
床
に
は
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
当
世
風
の
数
奇
屋
風
書
院
造
に

描
か
れ
る
と
こ
ろ
は
、
林
原
本
や
真
田
本
と
同
様
で
あ
る
。
風
景
は
大
和
絵
の
穏
や

か

な
土
披
と
松
が
多
用
さ
れ
、
倶
利
伽
羅
谷
や
一
の
谷
の
よ
う
な
山
崖
は
迫
力
が
な

い
。
厳
島
神
社
や
富
士
山
は
比
較
的
実
景
に
近
い
も
の
の
、
高
野
山
や
那
智
滝
な
ど

は

全

く
か
け
離
れ
て
類
型
的
に
描
か
れ
る
。

　
男
女
の
貴
族
の
顔
貌
は
、
白
塗
り
の
や
や
長
め
の
顔
に
、
点
状
の
瞳
に
極
細
の
上

瞼
の
線
を
添
え
た
目
に
鈎
鼻
と
、
赤
い
小
さ
な
点
の
口
を
描
き
、
頬
に
は
淡
朱
を
ぼ

か

す
o
武
者
は
白
塗
り
と
肌
色
の
者
が
混
在
し
、
瞳
を
挟
ん
で
上
下
の
瞼
の
線
を
細

4　明星本巻三「御産巻」の中宮の産室

く
入
れ
る
。
鼻
は
L
字
状
の
鉤

鼻
、
口
は
赤
い
小
点
で
、
小
さ

な
口
髭
か
薄
墨
で
口
の
回
り
を

ぼ
か
す
場
ム
ロ
も
あ
る
が
、
貴
族

の

顔
立
ち
と
大
差
な
い
e
真
田

本
で
は

顔
色

を
灰
色
に
す
る
な

ど
他
本
で
は
際
立
っ
て
恐
ろ
し

げ
に

表

さ
れ
る
弁
慶
で
す
ら
明

る
い
肌
色
で
お
ち
ょ
ぼ
口
の
童

顔

〈
図
5
＞
で
あ
る
。
兜
の
中

の
顔

も
丸
い
輪
郭
線
で
括
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

真
横
顔
は
き
わ
め
て
少
な
い
o

林
原
本

な
ど
合
戦
絵
巻
の
武
者

の
顔
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
兜

の

目
庇
ぎ
り
ぎ
り
に
見
開
い
た

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子
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目
と
大
振
り
な
鼻
と
厚
い
唇
や
、
へ
の
字
口
、
頬
骨
の
出
た
ご
つ
ご
つ
し
た
輪
郭
線

の
武
者
ら
し
い
顔
貌
表
現
（
註
4
参
照
）
は
行
わ
れ
な
い
。
水
夫
達
な
ど
庶
民
も
、

体
は

手
首
足
首
が
多
少
く
び
れ
た
筋
肉
質
で
あ
る
が
、
顔
立
ち
は
卑
し
く
な
く
、
さ

ほ

ど
貴
人
と
の
差
は
見
ら
れ
な
い
。

　
複
数
の
時
点
を
一
図
に
描
く
こ
と
は
珍
し
く
、
一
画
面
に
同
一
人
物
を
複
数
回
描

v
例
は
巻
二
「
少
将
乞
請
」
の
、
教
盛
邸
で
使
者
を
命
じ
ら
れ
る
季
貞
と
清
盛
邸
で

口
上
を
言
う
季
貞
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
ま
た
一
入
の
人
物
の
周
囲
に
異
な
る
時

制
の
出
来
事
を
描
く
例
は
、
巻
四
「
鶴
」
で
怪
し
い
黒
雲
が
御
殿
の
上
に
棚
引
い
た

時
点
と
、
頭
は
猿
、
胴
は
狸
、
尾
は
蛇
で
鳴
声
が
鶴
に
似
た
怪
物
が
仕
留
め
ら
れ
る

二
時
点
と
、
巻
五
「
文
覚
被
流
」
で
文
覚
を
中
心
に
、
ま
ず
資
行
が
■
帽
子
を
打
落

と
さ
れ
た
事
、
刀
を
抜
い
た
文
覚
に
武
者
所
の
右
宗
が
対
向
す
る
所
、
そ
の
後
よ
う

や

く
寄
っ
て
来
た
入
々
の
三
時
点
を
描
く
、
二
箇
所
で
あ
る
。

　

場
面
選
択
で
は
、
l
の
谷
と
屋
島
の
合
戦
を
含
む
巻
九
が
三
九
図
と
他
の
約
二
倍

あ
り
、
「
一
二
之
懸
」
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
均
等
で
あ
る
。
「
足

摺
L
の
俊
寛
が
、
尻
餅
を
つ
く
他
本
と
違
っ
て
う
つ
伏
せ
に
描
か
れ
る
の
は
、
本
文

の

「
渚
に

あ
か
り
た
を
れ
ふ
し
」
の
忠
実
な
絵
画
化
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
の
名
場

面
、
「
橋
合
戦
」
の
浄
妙
坊
や
「
坂
落
」
「
敦
盛
最
期
」
、
r
那
須
与
一
L
等
は
、
屏
風

絵
や
他
本
の
構
図
と
近
似
し
た
定
型
化
さ
れ
た
図
様
で
あ
る
。
ま
た
異
国
の
絵
が
少

な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
『
平
家
物
語
』
に
含
ま
れ
る
挿
話
の
う
ち
「
頼
豪
」
「
名

虎
」
な
ど
m
本
の
場
面
は
あ
る
が
、
他
本
に
見
え
る
「
蘇
武
」
な
ど
中
国
の
故
事
、

「
慈
心
房
」
の
閻
魔
王
宮
の
挿
絵
は
な
い
o
た
だ
し
唯
l
描
か
れ
る
「
成
陽
宮
」
の

秦
始
皇
帝
宮
の
異
国
表
現
は
、
服
装
、
建
築
、
文
様
、
庭
の
岩
組
に
至
る
ま
で
手
馴

れ
た

も
の
で
、
同
時
代
の
他
の
作
例
に
劣
ら
な
い
だ
け
に
、
な
ぜ
描
か
な
か
っ
た
か

理
解
に
苦
し
む
。

　
【
場
面
比
較
表
】
で
特
記
す
べ
き
は
、
明
星
本
で
死
や
残
酷
な
場
面
が
回
避
さ
れ

て

い

る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
巻
九
「
小
宰
相
」
で
は
他
三
本
が
入
水
し
た
小
宰
相

の

死
体

を
描
く
の
に
対
し
、
明
星
本
は
入
水
直
前
の
合
掌
す
る
姿
し
か
な
い
o
『
平

家
物
語
』
の
頂
点
と
も
言
う
べ
き
巻
十
一
「
先
帝
御
入
水
」
の
、
二
位
の
尼
が
安
徳

天
皇

と
入
水
し
よ
う
と
す
る
場
面
も
他
の
三
本
に
あ
る
が
明
星
本
に
は
な
く
、
入
水

し
て
も
引
上
げ
ら
れ
て
生
き
残
る
建
礼
門
院
と
泳
ぐ
宗
盛
父
子
の
場
面
の
み
を
描
く
。

　
そ

の

宗
盛
父
子
の
斬
首
の
場
面
も
巻
十
一
「
大
臣
殿
誹
罰
」
の
他
の
三
本
に
は
見

え
る
が
、
明
星
本
に
は
な
い
。
も
っ
と
も
黒
髪
に
染
め
た
実
盛
の
首
や
、
斬
首
の
場

で
乳
母

と
引
き
離
さ
れ
る
副
将
な
ど
、
全
く
描
か
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
．
そ
れ
で

も
極
力
、
血
や
討
た
れ
た
死
体
よ
り
は
生
前
の
場
面
が
選
ば
れ
、
林
原
本
の
よ
う
に

切

り
離
さ
れ
た
首
や
そ
の
断
面
、
流
れ
出
た
血
ま
で
を
執
拗
に
描
く
こ
と
は
し
な
い
。

　
こ

の

よ
う
な
残
酷
場
面
を
回
避
す
る
傾
向
や
、
弁
慶
の
よ
う
な
荒
武
者
す
ら
顔
貌

を
恐
ろ
し
げ
に
描
か
な
い
明
星
本
ゆ
え
、
合
戦
場
面
は
林
原
本
等
他
の
挿
絵
に
比
べ

て
迫
力
を
欠
く
。
す
ま
し
顔
で
刀
を
振
り
上
げ
た
の
み
で
斬
ら
れ
も
せ
ず
血
の
流
れ

な
い
画
面
〈
図
6
＞
は
、
人
形
の
戦
争
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
軍
記
と
し
て
の
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6　明星本巻四「橋合戦」の浄妙坊と一来法師
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『
平
家
物
語
』
の
挿
絵
と
し
て
は
、
他
本
に
劣
る
重
大
な
欠
陥
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
o

　
し
か
し
『
平
家
物
語
』
は
ま
た
、
平
氏
と
い
う
貴
族
の
物
語
で
も
あ
り
、
古
く
は

r
平
家
公
達
絵
巻
」
や
、
後
に
は
「
横
笛
草
子
」
・
「
妓
王
」
の
よ
う
な
御
伽
草
子
絵

を
派
生
し
、
「
大
原
御
幸
」
屏
風
の
よ
う
な
、
恋
や
発
心
に
ま
つ
わ
る
絵
画
の
主
題

と
も
さ
れ
て
き
た
。
明
星
本
の
挿
絵
は
、
こ
の
優
雅
な
『
平
家
物
語
』
の
系
統
に
位

置
づ
け
得
る
。
軍
記
物
語
と
し
て
は
冗
漫
な
箇
所
と
な
り
が
ち
な
巻
五
「
月
見
」
の

徳
大
寺
実
定
が

旧
都
の
大
宮
御
所
を
訪
れ
る
場
面
〈
図
7
＞
や
、
巻
六
「
小
督
」
の

段

な
ど
王
朝
風
の
場
面
は
極
め
て
収
ま
り
が
よ
い
。
さ
ら
に
雅
な
心
を
持
ち
つ
つ
も

7　明星本巻五「月見」旧都の大宮御所を訪れる徳大寺実定
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8　明星本巻七「忠度都落」俊成に和歌を差し出す忠度

tg

ft

　⌒ゴニ2・　＼

　　　　ヘー　　　　　　　ン　　　ノ　　　ペ
　　　巳：〆菩・1

　　　霧謬ジこ

戦
場
に
赴
か
ね
ば
な
ら
な
い
鎧
姿
の
平
家
の
公
達
、
例
え
ば
巻
七
「
竹
生
島
詣
」
の

弁
財
天

の
社

前
で
琵
琶
を
弾
く
経
正
や
、
F
忠
度
都
落
L
の
俊
成
に
和
歌
を
差
し
出

す
忠
度
〈
e
c
　
o
o
〉
な
ど
に
は
、
華
麗
な
甲
冑
の
描
写
も
巧
み
な
こ
の
絵
師
な
ら
で
は

の
情
緒
が
漂
う
。

結
『
平
家
物
語
』
挿
絵
の
源
泉

　
本
論

で
は

江
戸
時
代
の

『
平
家
物
語
』
挿
絵
を
、
林
原
本
．
明
暦
版
本
．
真
田

本
’
明
星
本
の
比
較
を
し
つ
つ
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
諸
本
の
間
に
あ
る
絵

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子

29



明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】
第
十
七
号
　
二
〇
〇
九
年

画
表
現
の
差
異
ー
軍
記
絵
巻
と
し
て
の
傾
向
が
強
い
林
原
本
、
合
戦
屏
風
か
ら
の
引

用

も
含
む
明
暦
本
、
明
暦
本
と
近
似
す
る
図
様
も
含
む
が
必
ず
し
も
一
致
は
し
な
い

真
田

本
、
合
戦
絵
と
い
う
よ
り
も
宮
廷
文
化
的
な
表
現
傾
向
を
持
つ
明
星
本
ー
を
見

た
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
何
に
基
づ
く
の
か
、
軍
記
物
語
性
と
王
朝
的
な
耽
美
性
の
よ

う
な
、
『
平
家
物
語
』
自
体
の
持
つ
複
数
の
側
面
に
由
来
す
る
こ
と
は
先
に
論
じ
た
。

　
し
か
し
『
平
家
物
語
』
以
外
に
も
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
様
々
な
物
語
や
絵
画
の

影
響
が

あ
る
。
出
口
は
明
暦
本
の
義
経
主
従
の
扱
い
に
つ
い
て
、
『
平
家
物
語
』
本

文

に

圭
．
か
誇
以
上
に
義
経
の
登
場
場
面
が
多
く
、
『
平
家
物
語
』
で
は
七
箇
所
に

名
が
載
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
弁
慶
が
、
三
草
勢
揃
以
降
は
必
ず
義
経
の
側
に
描
か
れ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
註
1
4
参
照
）
。
実
際
、
明
暦
本
に
は
弁
慶
の
登
場
す
る
図
が

十
六
箇
所
あ
り
、
同
様
の
こ
と
が
他
の
三
本
に
も
云
え
る
。
巻
九
「
三
草
勢
揃
」
か

ら
巻
十
二
「
判
官
都
落
」
ま
で
、
林
原
本
で
は
二
八
箇
所
、
真
田
本
で
は
判
別
で
き

る
も
の
の
み
で
十
三
箇
所
、
明
星
本
で
は
巻
十
一
ま
で
で
十
二
箇
所
と
、
ほ
ぼ
総
て

の
場
面
で
義
経
の
側
に
七
つ
道
具
を
背
負
っ
た
弁
慶
が
描
か
れ
て
い
る
。
版
本
か
写

本
か

を
問
わ
ず
、
近
世
の
『
平
家
物
語
』
挿
絵
全
体
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　
そ

の

七
つ
道
旦
ハ
が
義
経
主
従
の
出
典
を
推
測
さ
せ
る
。
弁
慶
は
場
面
に
よ
っ
て
袈

裟
頭
巾
．
鉢
巻
．
揉
烏
帽
子
・
兜
と
様
々
な
姿
で
あ
る
が
、
七
つ
道
旦
ハ
は
他
の
僧
兵

か

ら
弁
慶
を
際
立
た
せ
る
目
印
と
し
て
、
ど
の
本
の
挿
絵
に
も
描
か
れ
る
。
し
か
し

『
平
家
物
語
』
自
体
に
は
七
つ
道
旦
ハ
の
記
述
は
な
い
。
『
平
家
物
語
』
か
ら
派
生
し
た
、

義
経
や
弁
慶
を
主
人
公
と
す
る
様
々
な
幸
若
舞
曲
や
御
伽
草
子
等
に
よ
っ
て
、
絵
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）

と
観
者
が
共
有
す
る
常
識
と
な
っ
て
い
た
ゆ
え
に
、
七
つ
道
旦
ハ
が
挿
絵
に
描
か
れ
た

の

で
あ
る
。

　
ま
た
諸
版
本
に
つ
い
て
出
口
は
、
巻
十
一
前
半
部
で
平
家
に
比
べ
義
経
軍
の
場
面

が
多
く
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
註
1
4
参
照
）
。
語
呂
合
わ
せ
に
過
ぎ
な

い

F
勝
浦
合
戦
L
や
使
者
を
縛
る
「
大
坂
越
」
の
よ
う
な
、
挿
絵
に
す
る
ほ
ど
価
値

30

の

な
い
源
氏
の
場
面
が
あ
る
反
面
、
こ
の
間
の
平
家
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
と
い

う
。
写
本
挿
絵
も
対
照
表
で
見
て
み
る
と
同
様
に
「
勝
浦
合
戦
」
や
「
大
坂
越
」
を

含

み
、
平
家
側
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
単
な
る
源
氏
好
み
、
判
官
贔
屓
の
た
め
と

は

限

ら
な
か
ろ
う
。
例
え
ば
l
の
谷
と
屋
島
を
対
と
す
る
合
戦
屏
風
で
は
、
一
の
谷

屏
風
の
鵯
越
の

山
々
に
対
応
す
る
よ
う
に
屋
島
屏
風
に
も
山
岳
が
描
か
れ
、
そ
の
点

景

と
し
て
大
坂
越
え
す
る
義
経
一
行
の
姿
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
些
少
な

挿
話
の

場
面

は
、
こ
の
よ
う
な
屏
風
の
一
部
を
用
い
た
こ
と
に
因
る
の
で
は
な
い
か
o

　
逆

に
、
平
家
側
ば
か
り
が
選
択
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
巻
七
「
忠
度
都

落
」
「
経
正
都
落
」
、
巻
十
の
「
千
手
」
「
横
笛
」
等
は
、
『
平
家
物
語
』
の
大
筋
に
無

関
係
な
出
来
事
で
あ
る
が
、
ど
の
本
の
挿
絵
に
も
、
こ
れ
ら
の
場
面
が
選
択
さ
れ
て

い

る
。
忠
度
と
経
正
、
千
手
が
選
ば
れ
た
の
は
、
謡
曲
の
「
忠
度
」
や
「
経
正
」

「
千

手
」
な
ど
に
、
横
笛
は
「
滝
口
入
道
縁
起
」
や
「
横
笛
草
子
」
な
ど
の
御
伽
草

子
に

よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
義
経
主
従
の
場
面
が
多
い

こ

と
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
『
平
家
物
語
』
諸
本
挿
絵
の
場
面
選
択
や
、
個
々
の
場
面
の
構
図
の
多
様

さ
は
、
中
世
の
数
々
の
『
平
家
物
語
』
絵
巻
や
ム
ロ
戦
屏
風
、
絵
本
類
を
受
け
継
い
だ

の

み

な
ら
ず
、
こ
の
物
語
か
ら
派
生
し
た
幸
若
舞
曲
・
謡
曲
・
御
伽
草
子
な
ど
の
文

学
や
演
劇
作
品
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
広
が
る
中
世
文
化
の
多

彩
さ
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
本
論
は
、
平
成
十
九
・
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
○
）

1952
0
1
1
4
　
r
物
語
絵
画
に
お
け
る
武
士
ー
表
現
の
比
較
研
究
と
作
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

化
L
　
（
代
表
研
究
者
）
お
よ
び
明
星
大
学
平
成
二
十
年
度
特
別
研
究
費
（
共
同
研

究
助
成
費
）
「
明
星
大
学
蔵
絵
入
り
和
本
の
基
礎
的
研
究
」
（
研
究
分
担
者
）
の
成
果

の

一
部
で
あ
る
。



註（
1
）
　
書
誌
に
つ
い
て
は
、
柴
田
雅
生
「
明
星
大
学
所
蔵
絵
本
・
絵
巻
　
ー
解
題
と
そ
の
言
語
的
特
徴

　
　
l
」
（
仮
題
）
『
物
語
絵
画
に
お
け
る
武
士
ー
表
現
の
比
較
研
究
と
作
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
』
　
（
平

　
　
成
十
九
年
・
二
十
年
度
科
学
研
究
費
報
告
書
）
平
成
二
十
一
年
掲
載
予
定
・
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
柴

　
　
田

雅
生
分
担

「
明
星
大
学
所
蔵
『
平
家
物
語
』
絵
本
に
つ
い
て
」
、
参
照

（
e
s
a
）
　
h
t
t
p
i
＼
＼
e
h
o
n
－
e
m
a
k
i
．
m
e
i
s
e
i
－
u
．
a
c
．
j
p
＼
参
照

（
3
）
　
武
田
恒
夫
・
尾
崎
元
春
・
前
田
訣
子
r
源
平
の
美
術
（
絵
画
）
」
『
別
冊
太
陽
』
十
I
I
I
　
r
平
家
物
語

　
　
絵

巻
L
昭
和
五
〇
年

（
4
）
　
山
本
陽
子
「
小
画
面
説
話
画
に
お
け
る
武
者
の
顔
貌
表
現
に
つ
い
て
」
『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』

　
　
［
造
形
芸
術
学
部
・
造
形
芸
術
学
科
］
第
十
七
号
　
平
成
二
一
年
（
掲
載
予
定
）

（
5
）
　
鎌
倉
末
ご
ろ
の
『
入
木
口
伝
抄
』
に
は
、
比
叡
山
で
制
作
さ
れ
た
「
平
家
物
語
絵
巻
」
が
存
在
し

　
　
て

い
た

と
解
し
う
る
記
事
が
あ
る
と
い
う
。
（
出
口
良
徳
「
平
家
物
語
絵
を
め
ぐ
っ
て
」
『
平
家
物
語

　
　
を
知
る
事
典
』
東
京
堂
出
版
　
平
成
十
七
年
）

（
6
）
　
小
松
茂
美
「
林
原
美
術
館
本
「
平
家
物
語
絵
巻
」
の
す
べ
て
L
『
平
家
物
語
絵
巻
』
巻
第
十
二

　
　
二
〇
六
～
二
四
三
頁
　
中
央
公
論
社
　
平
成
四
年

（
7
）
　
相
澤
正
彦
「
平
家
物
語
と
絵
画
」
『
平
家
物
語
の
世
界
展
』
図
録
　
平
成
五
年

（
8
）
　
玉
轟
敏
子
「
作
品
解
説
三
八
」
『
室
町
の
絵
画
展
ー
詩
画
軸
・
屏
風
・
障
壁
画
ー
』
静
嘉
堂
文
庫

　
　
美
術
館
　
平
成
八
年

（
9
）
　
酒
巻
智
子
「
源
平
の
美
学
ー
『
平
家
物
語
』
の
時
代
」
『
源
平
の
美
学
ー
『
平
家
物
語
』
の
時
代
』

　

　
1
1
0
～
一
一
二
頁
　
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
平
成
十
四
年

（
9
）
　
小
松
茂
美
編
『
平
家
物
語
絵
巻
』
巻
第
一
～
十
二
　
中
央
公
論
社
　
平
成
二
年
～
四
年

（
1
）
　
小
林
1
郎
・
小
林
玲
子
「
絵
で
読
む
「
平
家
物
語
」
」
一
～
二
七
　
『
長
野
』
　
一
九
三
～
二
二
〇
号

　
　
平
成
九
年
～
平
成
十
三
年

（
1
2
）
　
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
る

（
1
3
）
　
出
ロ
久
徳
「
明
暦
二
年
版
『
平
家
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
八
一

　
　
号
　
十
四

～
二
八
頁
　
平
成
十
年

（
1
4
）
　
出
ロ
久
徳
「
絵
入
り
版
本
『
平
家
物
語
』
考
ー
挿
絵
の
中
の
義
経
・
弁
慶
の
物
語
に
つ
い
て
ー
」

　
　
『
学
芸
国
語
国
文
学
』
二
九
号
　
一
～
十
六
頁
　
平
成
九
年

（
1
5
）
　
I
丁
に
二
図
あ
る
も
の
も
含
む
の
で
場
面
数
は
倍
近
く
な
る
。

（
1
6
）
　
明
星
本
の
挿
絵
画
面
は
現
状
で
二
二
三
面
で
あ
る
が
、
巻
一
と
巻
十
二
を
欠
く
た
め
、
総
場
面
数

　
　
は
不
明
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
r
作
品
解
説
解
説
三
L
「
平
家
物
語
と
絵
画
」
『
平
家
物
語
の
世
界
展
』
図
録
　
平
成
五
年

（
1
8
）
　
赤
澤
真
理
「
江
戸
前
期
に
お
け
る
寝
殿
造
り
へ
の
憧
憬
と
理
解
ー
住
吉
派
物
語
絵
に
み
る
住
宅
観

　
　
ー
」
『
講
座
源
氏
物
語
研
究
』
第
十
巻
「
源
氏
物
語
と
美
術
の
世
界
」
二
三
四
～
二
六
五
頁
　
平
成

　
　
二
〇
年

（
1
9
）
　
市
古
夏
生
は
丁
付
や
柱
刻
か
ら
、
本
文
の
み
で
版
行
さ
れ
た
本
に
、
後
か
ら
こ
れ
ら
の
挿
絵
が
誹

　
　
え
ら
れ
、
補
入
さ
れ
た
と
推
理
す
る
（
市
古
夏
生
「
絵
入
り
本
の
流
行
」
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版

　
　
文
化
』
若
草
書
房
、
平
成
一
〇
年
）
。
本
書
の
錯
簡
の
多
さ
は
、
こ
の
事
情
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
巻
七
「
北
国
下
向
」
の
琵
琶
を
弾
く
経
正
な
ど
も
、
竹
生
島
社
殿
の
縁
側
を
切
っ
て
、
表
裏
で
境

　
　
内
と
外
の
風
景
に
分
け
て
い
る
。

（
2
1
）
　
巻
七
「
木
曾
願
文
」
の
従
者
は
画
面
の
小
さ
い
絵
巻
や
絵
本
で
は
、
林
原
本
で
十
三
名
、
明
星
本

　
　
四

名
、
真
田
本
九
名
と
、
明
暦
本
の
二
十
三
名
ほ
ど
多
く
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
2
2
）
　
『
長
野
』
第
一
八
七
号
　
平
成
八
年
　
口
絵
解
説

（
2
3
）
　
巻
九
「
弓
流
」
の
二
四
名
中
、
後
ろ
向
き
は
四
名
、
斜
め
前
向
き
が
十
二
名
、
真
横
向
き
は
八
名

　
　
で
あ
る
。

（
2
）
　
出
口
久
徳
「
軍
記
物
語
の
挿
絵
と
読
み
ー
『
平
家
物
語
』
の
絵
入
り
版
本
を
中
心
に
ー
」
『
軍
記

　
　
と
語
り
物
』
第
三
九
号
　
平
成
十
五
年
・
出
日
久
徳
「
絵
画
化
さ
れ
た
「
平
家
物
語
」
真
田
宝
物
館

　
　
蔵

『
平
家
物
語
』
解
説
L
『
図
説
　
平
家
物
語
』
河
出
書
房
新
社
　
平
成
十
六
年

（
2
5
）
　
例
え
ば
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
に
は
土
佐
派
に
伝
来
し
た
、
各
本
と
も
全
く
異
な
る
平

　
　
家
物
語
絵
巻
の
部
分
的
な
粉
本
が
あ
る
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
編
『
土
佐
派
絵
画
資
料

　
　
目
録
（
六
）
』
　
平
成
八
年
）
。

（
2
）
　
例
え
ば
林
原
本
「
弓
流
」
で
は
全
六
一
名
中
、
い
わ
ゆ
る
七
・
三
の
角
度
の
斜
前
向
き
が
二
H
名
、

　
　
後
向
き
が
十
四
名
、
真
横
向
き
が
二
六
名
と
、
真
横
向
き
は
斜
向
き
と
同
数
か
そ
れ
以
上
に
多
い
の

　
　
に
対
し
、
明
星
本
「
弓
流
」
で
は
全
十
五
名
中
、
斜
前
向
き
が
十
一
名
、
後
向
き
が
三
名
で
、
真
横

　
　
向
き
は
一
名
と
少
な
い
（
註
4
参
照
）
。

（
2
7
）
　
藤
原
成
一
「
影
薄
い
弁
慶
ー
『
平
家
物
語
』
の
世
界
1
」
『
弁
慶
』
九
～
十
五
頁
　
法
蔵
館
　
平

　
　
成
十
四
年
・
、
参
照

（
2
8
）
　
七
つ
道
具
は
室
町
末
期
に
は
絵
画
に
も
描
か
れ
「
比
較
的
は
や
く
か
ら
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
」

　
　
と
い
う
。
（
徳
田
和
夫
「
弁
慶
」
項
目
解
説
『
歴
史
学
辞
典
　
三
　
か
た
ち
と
し
る
し
』
弘
文
堂

　
　
平
成
七
年
）

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子
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『平家物語』絵本・絵巻の堤面対照表

　　　　　　　　　　　　　　内容東尾の洋数字は一段中にある質時同図の場面数 ＊は片頁のみ　O囲いの数字は廷篇の本来の章の林原本での段数

宍一章段 原・術館蔵絵共 明暦二年版 百田宴〃館蔵絵、 明星大台蔵絵本〔暮一なし｝

岳園精舎

殿上闇ξ・ 節会に　内した忠盛と庭の家　4 節会に　内した忠盛と庭の家貞 節会に　内した忠盛と庭の家貞

鳥羽上只に罧明する忠盛2 鳥羽上皇に釈明　る忠盛牢
ξ± 仙洞御所で歌　詠む忠巨

扇　つけられて歌を詠む女房
熊野詣の船で楚の吉兆を得る清堅 熊　詰の船で鮭の士兆を§る 熊　詣の殆でρのま兆　8る

禿童 出塚する渚盛
清巨の前の禿薫たち＊

中　　回る六波羅の禿童
我身栄若 清巨田のにぎわい（．大画面） 清盛邸のにぎわい 清盛邸のにぎ　い

妓王 妓王罵で　　　け取る刀自
仏・5前　追い返す清藍2
清巨に眼願する妓王2

前の軍を　る清竪と妓王2 仏口前の琢　　る清盛と妓王

妓王に閑　出す済盛2
浩匿邸　出る妓王2
悲　に沈む妓王一家 悲嘆に沈む妓王一家＊

人々から文　　ける妓王2
渚盛から呼出を　ける妓王3
仏・「‘」の・」で与う妓王2 仏・’前の‘でユー妓王 仏御前の・」でヰう妓王＊

泣き沈む妓王一家
嵯壕の庵の尼　の妓王一家
妓王の庵　訪れる尼　の仏　前 妓王の庵　れる尼　の仏　前＊
ともに合仏する妓王一家と仏御前 若　一行と牛軍（殿下桑合②か）

一 代后 一 条天皇の跨書を受取る大宮

入内の宣旨　下す二条天星2
大一　告．号する父の右大臣2
泣く泣く車に乗る大宮 泣く泣く車に乗る大一

肝景殿の一条天皇と大宮 二条天堅に入内した大一＊

額打詮 二条天皇の発病と扇・吟の宮中2 ＝人の尼と一人の尼（妓王⑪か）

廟所で廷暦寺の琶をぽす興福寺巨 藤所で廷暦寺の額を壕す呉福寺僧 廟所で延磨　の套を壌す興福寺僧

清水炎上 比哀山　駆け下る廷后寺の日兵遅
いて内裏に集まる平家．式

漸盛邸へe難する後白河法皇3
延磨寺日に焼討ちされる清水寺2 延暦　臼に焼き討ちされる渚水寺 延暦寺、に焼討される清水皐＊

後白河上皇の還御2
上直に本工　漏らす西光

高倉天豊の即位式
新帝ξ．倉天皇の・．所

殿下栗合 庶寸に　じる“盛

資盛主従憩らしめる基房の下部 資盛主・弦らしめる基房の下部
資盛の訴えに怒る渚　　2
基房一行　辱める資甕の下都たち 基房一テ　める資盛の下部たち
属　　　、く基房

資巨　叱　する重巨
鹿谷 高倉天皇の蔚窒行幸2

山矩の赤二報告するス校3
成親が上賀茂　の・告　　ける2 成親が上t茂土の．・＝　　ける牢

上”茂土の祥木への蒸ひ
鹿谷の一会でだ子を■す成親2 鹿谷の一会 鹿谷の三会でE子　到す成親＊

若川合職 臼行宕を呼び寄せた成親
加゜　目代と湧泉寺信侶との乱ε竺 加販目代と1泉寺巨5との乱堅
湧泉寺を焼く官人たち

代の館　攻める白山の　人衆≠
白山の　人達が比叡山に訴える 白山の　人達が比叡山に訴えるオ

朝廷に訴える比叡山の大衆たち
閲立 比粒山．丸に矢を射かける籟若く

比綴山の百たち　追い返　武士這
閲白　ロう比叡山の　侶控
閲白邸応き立つ檎の枝

段白の病気平癒祈願の牛軍＊， 白の病気平癒　顧に行く母＊
関白家｛一託宣を示す”女

病の乎籔した関白師道
再び病に付　娼白師遅＊

関白の死　嘆く女房違 死んだ関白と膜く女　達＊

御輿、 比粒山の　　：と頼政軍 比釈山の　　と鷲政軍
比叡山’に矢　射かける重盛駕 比顧山スに矢　射かける蔓「盛ミ 比顧山Sに矢　射かける重巨．鳥＊

内．祁上 院・・所の公膠詮議

祇園社に仮置される比飯山の一）
比薮山．瓦入京の悟に移勤する天皇

比叡山へのP渚　♪める平．忠 比綴山への使者を．める平．忠 比粒山への　　　務める平時忠＊
．の沓上 莫の搭上

殼二章段 原　術館蔵絵 明暦二年版 】田宇ヵ館蔵絵 ε星大き亮絵
座主琉 公広逗と匠主明繧＊ 公卿逢と　主明雲＊

明雲の・を誇す公堤達2 明雲の二を諾す公口達

明雲と追い立ての武士違
西光父子をロ題する大衆

流される途中の明雲2 流される途　の明雲＊ 流される途中の明雲＊ 流される途中の明雲

比薮山の衆徒が詮譲2 比叡山の衆徒が詮諾章 比徽山の衆徒が詮議＊ 比叡山の衆　が詮瑳
明雲㊧還に向～大衆
比書《山に戻った明雲3 比叡山に戻る異の明雲章 比顧山に戻った明≡＊ 明雲に膓勧める祐慶

一一 阿閉梨 九膠の形を　る一行阿閉梨 九】乏の形　　る一行阿院梨＊

西光二斬 法自に葵上する西…
清盛に密告する行．2 ；盛に芭告する行緕＊
資成の　命　5＜箔盛
清盛聞で捕まる成親2 清竪邸で捕まる成親 清盛邸で捕まる成親 清盛邸で．濠る成親

西光が清盛に言い返す4 西”が清盛に≡い返す＊ 西…が済盛に晶い返

小教割 引き一えられる威毅2 引き盲えられる成覇

成親の命乞をする重巨4 成親の命乞をする讐巨 成親の命乞をする雷盛＊ 成親の命乞　する㌢盛

K成親の家族2
”将乞鯖 法皇に別れ告げる成経3 法皇の側近に別れ告げる成経章

没盛と対面する成経2
教巨から清盛への　者となる　．2 清盛と家臣（清盛に伝えるこか） 教盛から清盛への使者となる． に　　を命じる教盛2

教竪の屋スに戻る成経2 教盛の屋敷に戻る成経＊
教習1「 法皇に抗し武、する清巨 法皇に抗し武装する清巨＊

重竪に諌められる｝．巨4 清盛と武　した兵士たちと公亮 書盛に該められる清巨 重巨に緩められる清盛

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日
本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】
第
十
七
号

o
o
九
年
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『
平
家
物
訊
岨
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て

山
本
陽
子
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熟二旦段 原．術館蔵絵芸 日屠二　　哀 百田㌢〃館蔵絵 日星大営蔵絵
ば火 武士　自邸に鋲めさせる重盛4 讐盛日に其まる武士達＊

甘巨邸に媒まった武士達 重巨邸に集まった武士迂＊ 重盛邸に集まった武士迂牢 亜盛邸に集まった武士達
新　台．佼流 流£となる成親の庫と飴3 流εとなる成親の船＊ 流三となる成親の船オ 流←となる成親の車

㍍．児駐に亮いた成親2 臓‘」児　．に‘いた成親＊ 惰前児巨に　いた成親＊
べ 古屋之公 幼い息子に吾りかける成経2 幼い息子に吾りかける成経 幼い■子に語リかける成経 幼い息子に吾りかける成経

成観の配所　是ねる成経 成親の配所を　ねる成経＊
新大紡二死去 成親の北の　が文　「〈 成親の北の方が文　書く

北の方が文　言俊に託す

托　語む成親2
成親から返事　籏かる≡

返・　　て泣く北の方 返事を読む北の方＊
庁から’落とされた成親

出家　る成親の北の方
ま大　厳島旨 定に重莱が臼案する 実定に重莱が是実する＊ 一 定に重茉がn案する

厳口祥社社殿と実定の船 厳．　土土殿と　定の船
清巨に会、厳己内侍造3

清甕と公．即たち隔大　左大めか）

山P滅亡 四天王寺に詣でる法皇
比粒山の大衆と堂衆の駿 比叡山の大衆と堂衆の賎 比叡山の大衆と堂衆の暇 比叡山の大衆と生衆の戦
荒れ莫てた比叡山

壬光手呑上 炎上　る蕪光⇒ 炎上する一光寺 炎上する士光寺牢 炎上　る．・”

康頼．詞 克］．の成経と康頼3 免　　・の成経と・頁 鬼　一の成経、　員と　↓＊ 鬼’の成経　頁
卒塔瑳汽 瑳　　流す康頼成経2 広搭宍　流す康頼成経

厳・で　塔挺　o、己2
六接璽と　守家族3 泣く留守家族か 卒塔蝦と留守家族＊ 窟搭鱈と」家族

蓑武 尾に手紙を託す蘇武 庄に手緩　託　蘇武

紙　続む昭帝2
殻武と帰還する涙軍3
昭帝の1」の蘇武3 昭帝の前の蘇武＊

三童段 林原『・妬館蔵絵 ≡暦二仁版本 デ田宰㍍館蔵絵本 明．大幻蔵絵本
な文 高蛤天皇の辱駐行幸

彗星の出
一の　蔵祈願3 中宮の安産祈願珠 中一の　産　廉 宮の閏産　民

孜免を勧める璽．塵　3

赦免状を書かせる1盛牢 赦免　　「かせる済竪
孜免　　下　婿巨2 赦　状を下す済整＊

足ぴ 赦免の船と成経・頁家．・＊

K免状を証む任覧 牲免壮を託む俊℃
成経の　に桔リ付く俊と

，で足がして泣く一と3 渚で足括りして泣く王z牢 渚で足搭リして泣く俊　＊ トで　烈して泣く・覗

御匿巻 鹿瀬庄の成軽と煤願
産所の頼巨邸に来る人2
施勿　ス上　る鉦盛
安青　願のpたちと落盛 出産の心配する清巨槍 安房　冗の、たちと；聾
安昔，際の・白河法皇

．の出貫3 中宮の出産＊ 中盲の出産 宮の出貫
公舷揃 法ロへ敵上晶　涯　平家 門‘」に套まる．．、＊

清盛と公卿たちオ 済盛に出産．　一＾公口＊

大接建立 儒呂らに勧　　行一天安

．．野山で＝げる≡、3 土殿前の老日と一一 高野山で＝げる　　，

堅菜荘　芭く滞巨
；☆匹1：．で弓、tく戊ユをび1．る言lv盤 厳．．で小．刀　賜る渚堅 厳£で小：刀　賜る；竪

頁豪 天皇のIlのn　吹
ロ匡目　る頼裏 祝観する頼豪＊ 呪題　る頼安時 呪題　る只憂
堅子の病　に現れた丙2
皇子縫生　祈る良12

少将乞巡 成級の鉦跡　莞む威経3 成親の登跡　売む成経一
成親供　の成経と・額 成親供・・の成経とぽ頼＊

父の別荘で泣く成経等2
家族とメ・面　る成経4 家族と対面　る成軽＊ 家族と対面　る成経牢 家族と於面　る成怒

双林手に落ち精いた・頼オ
有王駐下 俊己へ文　預かる有王2

俊↓と　王の　会5 俊寛と有王の再会＊ 俊↓と　王の再会オ 俊1と　王の　一
倒れ伏した・・＊

娘の手紙　法む‘淫
俊寛　．・る　王2
俊」の死　緩告する　王2 俊・の死　ロ＝　る　王＊

tr　PJ：、 治承匹　五月辻鳳のぴ2 治、四年五月辻民の災＊ 治　四　五　辻昆の傍
：｝三師川答 熊野本宮に．る重盛2 熊野　一に“る重盛＊

重盛に名医　勧める　者 璽巨に名医　勧める　者＊ 重竪に名医　勧める・
の報告　聞く清巨

出家する重巨と泣く人々2
震文沙汰 一 の舐　　く重盛2

無，の刀　与える聾竪2 無絞の刀を与える重盛＊ 無杖の刀　　える雷盛＊ 無．の刀　与える重盛
灯箭 重盛のテー念仏、・ 重盛の行一念仏供⊇ 重盛の一、念仏共　ホ 重盛の行一念　共・
全渡 重巨は妙　に宕進

育王山へ寄進する妙　　2
1去印川答 地震　占一一部泰親2 地震　占う安部秦親＊ 地ご　占、　部泰親＊

苗庄と川答をする静穿2 清盛と問答をする辞竃＊ 清盛と川答力する蔚憲
大臣汽罪 ；．口の‘｝に摩る公肥た　章

出宏　る関白基房
配琉される大臣の異＊ 配流される大　の膓
勇。馬の一団＊

配所でε琶　獣師　　3
話す公輿と信（金渡②の室盛か）牢

病に臥す公E（会渡②の隻巨か）申
行阿之沙汰 自邸で切腹　る遠案2 自邸で切腹　る逼案

；盛に呼ばれ吾く－　3 門前の迎えの軍＊ 清盛に呼ばれ悲しむ　
⌒ 隆に茄盛の曽クが届く 圏む女房達＊ 行隆に清巨の賠物が届く＊

法x’、ぱ：幸 御所　　む平寂の宴c3
鳥羽殿に疋される法星3
鳥羽殿　　れる‘応3 鳥羽殿　　れる静憲泳 鳥羽殿　　れる1蕉
悲しみに沈む　一

城．之確一 天皇に　上する宗盛か＊
天皇の文　　る法堅2 法皇の文を　る天宣＊
天星に．・上する宗厩

堅一で工　渦ご　ξP ㌘官で冬を≡1．1こすi］E9，T．＊ 輩宮で冬を禍こす法U



芸四葦段 ．、．丁館蔵絵辣 日暦二年 了田宝勿館蔵　．会本 E　大6蔵　会
茱』F・克⊇ 廷宮に幽閉　　る稜　河法皇4

静まり返る　倉上皇邸2
厳己行牽に出立　る高倉上皇 厳塵行幸に出立　る．．倉上星オ

法皇に会㍉と宗竪に＝げる上皇3
成範が法誉に上皇の至Ir伝える

高倉上皇と吾ら、泊河法皇5 高倉上皇とξら一後白河法皇率 亭倉上皇と吾ら一後白河法皇＊

還 厳・　に到計した　倉上皇4 鼓．土に至］「した　倉上星

需途藤花　取らせる．．倉上皇2 高幻上⊇の船＊ 帰途蔭花　取らせる　倉上皇

平塚に勧　　る　倉上星3
羽の津に還御した高倉上●

安　天皇の即・式 安・天皇の即・の　‘牢

源氏前 帝即位の己ヨ　　る二・殿
以仁王に；，頼政が　兵　勧める 以　王に．頼政が　兵　勧める＊ 以仁王に諌頁政が　兵　勧めるホ 以仁王に漂頼政が　兵　♪める

東　へ下知　る以　王3
熊野別当’．増が反し藪圧に　敗 熊野男「当；増が反　鎮圧に　敗＊ 熊　別当差増が反乱鎮圧に　敗 能　別当准増が反し鎮圧に　敗

簑之沙汰 白河法●の館で騒ぐS 白｝・法●の館で騒ぐ⊂牢 後白河法星の館で騒ぐξ

舷のト　　ー・部黍親＊

占いの返ト註む法堅3
法■の還　　宗竪が渚竪に　願2
謀反の知らせ　・ける溝屡3

信連合駁 女　して川　渡る以仁王3 女　して川　渡る以仁王

宮に首を渡す信逗2
⌒の館に残った信連 一 の館に　しかける平家㌔
ただ一人立　向かい：、戯する言逗 ただ一人立向かい・，戦する言逗泳 ただ一人立ち向かい案取する信運 ただ一人立ち向かい充戦する信連

生け剖にされる言遅2
宗蔓のU二引き出された言運 宗盛の，‘1に引き出された言逗＊ 宗盛の前に引き出された言運

高倉一1城　入・門 法絵院に落ち「く以仁王2
競 自邸　焼き三弁　に同一顧政2

宗竪の名．，せしめた競4　　　宗巨に呼ばれた競＊
競に楳られたこと　知る宗巨2
艮政の下で．．に焼印するところ3 頼政の下で馬に焼　するところ＊ 頗政の下で．，に焼　　るところ＊ 頚政の下で馬に焼印するところ

山P膜 比顧山へ牒状　記　＝井　大．2 文　　．〈日　達玲 比叡山へ膜状　記す三井←大衆

牒状 比叡山の、　は族状に怒る2 比叡山は三井　には加担しない

返隊 呂違と　牢 興℃　の返状註む三井　　迂＊ 興冨　の大衆は助力　　てと返

大，前 討　巡リ　海と慶　の　全議3 ・　巡り　　と慶　の’詮諾 ・巡り　　と慶　の．　諾

公日　．って出　　る三　　丈4 公明　　って出　　る三井　込＊ 公明　．って出　’る三井　　蔦＊

三井　　出る以仁王2 三井寺　出る以一王＊ 三　寺　出る以仁王泳 三　　　出る以仁王

橋合戦 由治鱈から・下　る平家軍 一治歪から　下　る平家軍
矢切り但、．苧の・、戦 矢切り日、≡か1＞坊の．戦＊

刀　，、る、｝タ 一人需の上で妨：妙坊
紗　　の肩　一来法師が超える2 浄妙坊の肩を一来法師が超える

忠績一凸が．．．一となり川　渡る2 忠績一邑が馬筏となり川　護る＊ 忠綱一凸が馬⌒となし川　渡る 忠綱一凸が．≡片とな↓川　渡る

宮7最、 平　元に　ち入る軍亀3
平一院でw一源氏軍と平家軍4 平　　．で戯一源氏軍と平家軍

」る頼政4 切腹　る頼政

〔家の軍ζに討たれる以仁王 、家の寛叉に討たれる以仁王 ［家の軍又に・たれる以仁王＊ 景家の軍たに・たれる以仁王

宮を迎えに来た興言寺ミ3
若宮御出象 凱旋する平家の軍駕2 以仁王の首一験させられる女＊

←一の不在　報告する頼竪2
別陛を悲しむ女院たちと若宮3 出家させられる若宮＊ 別碓　悲しむ女院たちと若宮 別離　悲しむ女院たちと若宮

出家させられる若一2
工． 天星のおびえに詮諾する公脳たち

斐〃に　　つがえる頼政2 怪ヵに弓　つがえる頼政‡ 怪力に弓　つがえる頼政＊ 怪クに弓　つがえる頼政

一　磐リ歌　詠む目政 御・賜り歌　詠む頼政＊
弓をつがえる頼政2

＝井寺絡上 攻める平家叉と応戦する三井圭氏
一 ＝　　　たと呑上　　＝ 搭上　　＝ 戦一三兵　　瓦と捗上　　三み　＊ 野一三　　　．ζと絡上　　三幽工

券五髭段 、　．蔵　会 日暦二 田宝勿館蔵　会 巨星大自蔵絵
5逢 内裂　出発　る言原行幸の行列 百 原行幸の行列 内裏を出発　る百原行牽の行列 内裏を出発　る宮原行　の行列

貞盛邸の安徳天皇

船で言原に引っ越す人々2
新都 新、［造　の測量　　る人々　2 新都追　の測産　する人々

清盛が那　に内　造工　させる＊

月　に船出す公卿運 月　に船　出す公卿達＊

大一偉所　儂ねる一定 大合　所　　ねる　定泳 大一　所　　ねる　定

大一とメ・面する宙定 大一と・面する　定＊

歌　詠み交　す蔵人と小侍　　2

物怪 ；．竪の寝所に現れた巨大な顔2
清盛が怪1・を語る＊

清巨の　た大隆，婁・馬尾の鼠3 馬の尾に鼠が臭　作る牢 ．≡の尾に鼠が臭を作る＊ 清盛の1」に現れた大燭霞

雅頼の若侍の’を聞く 清堅と若侍承

大庭口罵 の話　一釈する成套
馬で頼観　兵の知らせが眉く2 董≡蕗挙兵の知らせが届く＊ 頼朝　兵の知らせが届く＊ 頭朝　兵の知らせが眉く

顔　合わせる侍達＊
敵，：i 頼覇　兵の報に怒る清巨2 羅・C　兵の艮に怒る清庭＊ 鱈覇　兵の報に怒る、．竪

威陽宮 太子丹を放免する始皇帝2 太子丹を放免する始皇帝牢

荊珂　大臣にする太子丹3
荊コに加担する頼於期2
始皇帝を言う荊珂2 刀を持って駆け寄る兵達牢

花陽夫人の　転で逃げる始星帝 花旦夫人の＾転で逃げる始皇帝＊ 花陽夫人の4転で逃げる始皇

文覚荒行 でで苦行を試みる文覚2
那゜滝で苦行する文覧2 土殿（那智社か）＊ 郡　滝で苦行する文品＊ 那智滝で苦行　る文齢

苦行を安一する文□2 那゜滝で一，する文　＊

荒行を成就する文覚
勧進帳 管　中に勧進帳を読上げる文品 几して暴れる文覚＊ 笛　中に勧進帳を読上げる文□＊ 匡　中に勧進　　毯上げる文

文覚被琉 抵抗して暴れる文一 管　の楽＊ 抵几して暴れる文 告几して暴れる文

取り拝さえられる文一

引立てられる文覚2
観音への手繕を代筆させる文．

琉罷の船の文覚＊ 流三の鉛の文

竜祥を叱る文営2　　　　　　竜祥を叱る文　＊ 竜　を叱る文脳＊

伊豆院宣 頼巨に挙兵を勧める文一 積蔦に挙兵を勧める文　＊
福原に院宣　もらいに行く文覚2

頼巨に院宣濫す文　2 頼薪に院宣　渡す文一＊ 頼朝に院宣渡す文一＊ 頼゜に院宣　渡す文一

富士川 へ行進する平家の軍’ 莫国へ行進する平家の軍笑

女と別れの歌を詠み交わす忠度3 女と別れの手　詠み交わす忠度＊

富士川に軍　ユ〈平家努
，気づく平家軍3 怖気づく平家軍＊ 怖気づく平家軍牢
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五五段 原・；館蔵絵 巨暦二年版本 田宝。ノ館蔵絵 ≡　大±蔵絵
£の羽　に芸げ出す平家軍（4） 農の羽　に逃げ出す平家軍＊ 水篶の羽＝に逆げ出す平家軍＊ 鳥の羽音に逃げ出す平家軍
八嵯大主薩に感謝　る頼q

五節之沙汰 敗戯の　賭　　る平家の人々2 敗戦の詮繧　　る平家の人々＊ 敗戦の詮饒　　る平家の人々 敗戦の詮経　る平家の人々
冒 原の新丙、に入る　徳天皇 言 原の新内　の安徳天星か＊

〉巡 、。へ還る人々3 京‘へ還る安徳天皇の一一
近江進軍　命じる，巨か＊

近江へ進軍する平家ζ 近江へ進軍する平家鬼＊
祭　搭上 奈　から逃げ帰る忠成2

首巳される素康の兵違
奈良へ進軍し殿～平家軍2 興福寺衆　と戦う平家軍＊ 奈良へ進軍する平家軍＊ 興福寺衆　と戯一平家軍

戦一平家軍と炎上する民家
炎上する東大寺大　殿 炎上する東大寺大仏殿か＊ 炎上する頁大寺大仏殿
：． 　　に磨　一　　　生　　　重　w　2

芥六登段 林原庄術館蔵絵 明暦二　版 百田宝“館蔵絵 明星大一蔵絵本
新院驕御 静まり返る清捉臼と　内した成宝 白　の降りた室内＊

経を読む僧侶達＊ 経を読む僧　達＊
高倉上皇培εを悲しむ女房淫4

紅葉 紅套　楽しむ。倉上皇＊
紅菜を焚いてしまう下部たち＊ 紅葉を焚いてしまう下部たち

葉落とした紅葉　．る。倉天皇2 下部に事責を聞く＊

・　　われた少女を助ける天皇3
一　」　「 高倉天呈に進言する隆房 撰た　る天皇に進言する隆房＊

葵前に文　送る天皇2 葵前に手緩　送る天皇
天皇の文　．る　前＊ 天皇の文　　る　前＊

小督 小督に文を送る隆房
仲国に小　　　ねさせる天皇2 ｛国に小督を尋ねさせる天皇＊ 仲国に小督を尋ねさせる天皇
小叉を探しあてる｛　　4 小Xを探しあてる仲国＊ 小　を探しあてる仲国＊ 小督を探しあてる仲国
小督の返　　預かる中国2 小督の返事　預かる仲国＊
返　　続む≡倉天皇
内とへ向かう小督 内　へ向かう小督

内裏へ戻った小督＊
爺］’妾させられる小干2

高倉上星の篇御　嘆く後白河上直
廻文 ；．盛が厳・の姫君　法皇に送る

平家追‡・企てる　曽支　2 平家追言　企てる木曽若件率 平家追討　企てる木曽法件
飛膠到来 若仲蛉起の知らせが済巨に届く 協議する　達オ 義件蜂起の知らせが清竪に屋く

兵乱紅圧の1廉が行　れる2
嚢基邸　攻める平家軍2 出．　る兵士遅牢 義基邸を攻める平家軍

館　ζ一兵士迂＊

西海のセ反の知らせ　　ける：．巨 F　IIで殿、兵錘と室内の　女＊ 西寂　攻める河　適言＊
入道遜去 源氏追ε・　命じる後白河法皇2

黙病に琶．り　風呂に入る活盛2 病付く清盛＊ 熱病に崔り　風呂に入る，盛＊
籔　　吾る溝竪2 遺一　吾る，巨
悶死　る；．盛と弔司の人々2 の閉で水　浴びる清巨＊ 清盛の死に弔問する人々

経 ε送の　の1葛と声まった人々3 送の，に騒ぐ人々＊
桔まって■楕聞かれる人々＊ 拮まって　青を聞かれる人々

経＾の迄　工
慈心． 閻院王の宣旨　読む鹿芭

閻院王一への迎えの軍と　恵
閻府王一の　悪 閻院王・の　亮＊ 闇魔王一の　亮

ε　鍵える笠蒔違＊

溝盛にこの・語る　悪2 清竪にこの・≡る西声
古固女で 白河法皇の‘にえ’形の　が出

異形の泊　圭　・iえる忠盛 異形の治坊主　・涜る忠竪≠ 異形の泊坊主　　．える忠竪 異形の治坊主　吊える忠竪
法皇と歌　　み交　　忠盛 法皇と歌　’み交　　忠盛か＊

洲股△殿 法　　殿へ渡巴　力める宗盛2
大仏殿の起工式　行、一隆
，．氏と尾長川　大んでロー知盛2 源氏と尾長川　笑んで殿～知盛 漂氏と尾長川　采んで巳う知巨 源氏と尾　川　笑んで漠う知聾
矢作川の陣で平家　迎える源氏

コ夏声 黒雲に；れ落．．し死ぬ助　3 黒算に．れ蕗9し死ぬ助． 黒雲に・れ落亮し死ぬ助1 黒雲に・れ落馬し死ぬ助．
助．畦死の知らせ　聞く平家2
配流より戻‘楽　　　哀　る師．ら

横田河原△戦 内　で大仁王会が’一　れる4
日ナ±における法華経転枝　　．

内　　固める平家軍3 内　　固める乎家軍
還　　る法星と迎える貫「｝斑4 日士土に行幸　る法皇＊
偽りの赤旗　引fる＝⇔宴 横田河原で対蒔する両軍

楳られて敗走　る平・軍 謀られて敗走　る平家軍
宗庭のヨ進に蓬やぐ六涙躍
1　　⇒、に　萎　　　古

熱七五段 原　・窟．館蔵絵井 臼暦二　版 百田牢〃館蔵絵 明星大一蔵　ど

北国下向 豆姿の武者と対面　る若武者＊ 義中と人質になる息子との別 義中と人貧になる息子との別
人一の。　の息子と・面　る迂覇
瓦　追εに北国へ下る年家軍2 F罰で旗　　げる軍鱗 民家から路奪する平家軍＊ 義中追討のため北国へ下る平家軍
生£へ船　出させる経正

生島鮨 土の．1で琵琶　馳11〈経正2 参財天社の1で王琶　馳．≡〈経正 財天土の1で琵琶　”〈経正＊ 弁財天1の1でε琶　1”〈経正
火打合駁 城内の又　ζ＊

火　牡工め　ぐねる平家軍2 火　城攻めあぐねる平家軍＊ 火丁城攻めあぐねる平家軍 火丁城　攻め　ぐねる乎家軍
糖矢で】酪法　炎える斎明　3

落として攻め込む平家軍3
確原で対t，　る源平両躍2

1う， 1日に克，　、かせる三ネ2 Bに磨ゴ　、かせる劉中 明に殿君　書かせる蓑　＊ 熱明に願書　．かせる夏中
八竺まに勝ネ1　斤願　る三

倶 工11加le’落 壮，したまま日それ　　っ三　軍 廿．したまま日トれ　　つ亘　軍
’、　ぽ　コ貰谷へ追い落と　2 平家　　　H糧谷へ追い落と 平家　日利）口羅谷へ追い落と 平家　　利0若谷へ追い蕗とす

W　切られる謬　3
ハ　の正　　で攻め込むx　軍3

篠原合賎 ‘オ叢と」吾　し　一　蔭　　巨　2 件間迂と＾悟　しあ治斎藤一堅
畠山ζと△　この決巳

助けた一則二◇たれる．紅2 助けた行重に討たれる　絹 助けたテ夏「に寸たれる．編＊ ’一 亜　助けてやった二紅
立ったまま・死　る

盛舷嬢 塚主・に・たれる．盛・コ・2 塚主　に・たれる・座 ‡ 塚主・に・たれる・盛
実盛の首・・　　る叢仲牢 実竪の　　　　する若中

玄防 戦死1「　　一、：切人々　2 戦死君　弔＾ミ〉の人々＊

玄肪の皆　．ち云る広嗣の亡：

興蘇に降った玄防の‘註r 興冨手に降った玄防の旺ξ恒 興昆⇒に軽った玄防の舷‘妻泳

1山　賦： 亘　は山Pへの段’　1．かせる 門iの武士逢牢（聖主臨垂①か） エ　は山門への肢状書かせる＊ ヱ　は山門への肢状　碧かせる
鎧武　旙と＝人オ（聖主臨幸〃1）か）



七章段 原　・館蔵絵 日暦二　版 1田宝幻館蔵絵 明星大一蔵　会

山　返膜 山　は・に加担の返膜をする 読達　る臼迂とw状≠囲む‘1呂達 山1はx　に加日の返牒　　る＊ 山Fは麦　に加日の返牒　する
山門の返牒を註む．仲

平家山門違． 平家も山門に這署で殿讐を出
平家から願得　・け取る明雲

日吉社に平家の願誓を出す明雲
平家の腰書を法む山　の僧呂達＊

主上．深 源氏に怯え荷造りする平家の人々
義＋を迎え討つため集まる平家
建礼門院に都落ちを進言　る宗巨 建礼門院に1蕗ち　進÷　る宗盛
後白河法皇の行方　ます宗巨2
出発する安琵天皇2 出　　る安声天皇
都落ちの列から抜ける蔭原基通 出　　る天皇と列から友ける基通

維盛都落 家族に廷られ出発しかねる維巨2 家族に繕られ出発しかねる維盛牢
遅れた維盛に笹促する平氏 遅れた綻巨に権促する平氏オ 遅れた維座に笹促　る乎氏 逗れた維盛に催促する平氏

維藍に追いすがる斎蔭兄弟
平家に焼き払われる京の家々

聖主窪幸 関真武肴の命乞いをする知竪2 「　の作成オ（木曽山F榎状1）か） 関東武者の命乞いをする知盛＊
協護するコ＊（山P返膜状①か）

忠　　｜）落 藤原俊成に和歌を差し出す忠度2 藤，、云成に口歌　差し出　忠度 藤原“成に和歌を差し出す忠度＊ 藻原允成に和歌　差し出　忠度

経正　窪 経正は法親王に琵琶を返す 経正は法　王に琵琶　返 経正は法親王に琵琶を返す＊ 経正1ま法親王に　琶　返

経正を一送る法穎王2
庫 山之沙汰 一佐八壱で名器青山を獣経正

村上天皇に秘巨　受ける匿、武 村上天皇に褒色　麦ける楳、武＊ 上天皇に遜白　授ける度承武＊

居並ぶ公塔たち章

一
弓．）落 都落ち　る一P　＊ 都落ちする一門

一行から途中で引き返す額堅2 一行から途　で1き返　頼巨
常墜殿に命乞いする頼巨
平家の一行に追いつく維盛兄弟 平家の一一に追いつく繧巨兄弟か＊

宗盛に進言する貞能 宗盛に進一する．をか
重盛の墓前で嘆く貞能2 重盛の墓前で膜く貞能＊

一 一゜ ，、洛 宗蓬に忠民　茸一平家の人々
福原の・所　　て回る人々
百 原に・’　　　殆　　　…家一 言 原に”　　　鉛　　　…茨一 合 ．、か＾殆　　　77　一 喜原に・’　　　、　　　“’寡一

煮八章段 原主1．’館葭絵 日暦二　版 百田百物館蔵絵 明星大±蔵絵
山門在幸 後白河法皇は比薮山に逼れる3

比叡山に詰めかけたミ族達
一 量　る源氏の一団埠
比叡山から蚤口　る若白河法皇＊ 比叡山から造御する後白河法皇＊ 比叡山から遮P　る・白河法皇

戻って義　らに院宣　下す法皇 院宣を　けるえ　と一家

法自に様く第匹星子2 法皇にばく第四良子＊ 法皇にぱく第四星子
範光の　位　沙汰する後篶羽天星

名虎 安癸寺に　套し歌　詠む平家2
皇位麩承の競馬を　守る公・亡違 皇位繧承の競馬を　守る公口達 皇位継承の競馬　．守る公口迂

皇位縫承の楕夫のじ巳と　こ 皇☆縫、の　　の能差と名虎 皇位経承の相挨の能雄と名虎 皇位縫、の　莫の能雄と名虎

恵已の祈りによって勝利　る一雄2
一　行幸 第四皇子の即位　錫く平家一

筑紫の仮　．所2
±佐八幡へ行幸した平家一 肖佐八幡へ行幸した平家一 佐八幡へ行幸した平家一¶ 佐八轄ヘテ幸した平家一

大　・に戻った安亮天皇＊

名月に都をしのぶ平家一F　2
縫緩 平家追い出しを下知される維x

維差の且先の女と相手の　　3

正．頚す大蛇と維蓑の祖先の女 正．現す大蛇と維蓑のa先の女 正　　　　　蛇と維・・の　．の女

女と大蛇の問に生まれた駐大太
大宰府落 説搭に菜た資竪を追い返す茎若

維村に説き聞かせる時忠
維義方を攻める平　駕
雨中、大宰府を落ち行く平家一 大宰府　落ち行く平家一門 大宰府を落ちノー〈平　一P 雨　、大宰、落ち一く平寂一
平家　迎え入れる兵藤次秀遠
流離う平・の船から入水　る塔径 流離一平家の船から入　　る，．土

屋巨沖で暮らす平家一　　2
征夷将軍院宣 院宣を　け取る＝浦　．澄 院宣を　け取る＝済義澄 蒙宣　　一け取る＝済え澄

引き出勿を受け取る庚定　2
定にメ・面　る頼： ・定に対面する頼朝 康定に対面する套朝 ・定に対面　る婬鯖

引き出勿　　け取る・定2
猫間 法皇に報告する淀

エ⊥ に　　出される日間　納 義　とヨ間　納百＊ 是　に‘・出される田間　納≡
義＋の　軍と追一茉平 距とさ、．；の一’一＊ 義　の　　Lと追一斑平

牛亜の後ろから降りるx
水巨合杜 船　出　平家追1・軍と平雰の　看

源平入り乱れての船戦 源平入り乱れての船駁 誤平入り乱れての船λ 源平入り乱れての船殿

衰尾最繧 瀬尾菜庚が緩で右光三郎を殺す2 溌尾賓・が．で蛤光三郎　殺

館で老兵　集める瀕尾莱・
瀬尾追言・に進軍する今井莱平2

城　の瀬尾へ攻める△井莱平 城　の瀬尾．ζ攻める今井兼平＊ 城　の濠尾．丈攻める今妾莱平 城　の瀕尾叉攻める△井菜平
退却　る瀬尾“追一今井軋2 退却　る瀬尾勢　追一今井丸＊

倉光次郎水中で仕　める3三尾2 ，… 次郎　　　で　）める誕尾

息子小太郎　案　る瀬尾莱ト3
：1駁する瀬尾莱・親子と郎＾3 奮戦する瀕尾茉医＊ ！1曳　る3』尾兼“親子と郎き

室山合后 進軍　る三　式と遮れる’一家ζ2

テ家叉取り囲んで駁う平家軍 行家スを取り　．んで戦う平家軍 行家勢を壊り囲んで戯、平家軍 戸 寂ζ取り・んで戦一平家軍
船で河内　一に逃れる行家主・

鼓判官 の　’11一　　る土件3 靖の鼓判＾　一る若

義＾追ξ・進←する知’3
三＾に降　　進⊆　る今　兼平 熱仲に降　　進≡する今井莱平＊

法住寺合戦 法住寺の知・と攻寄せる夏　宴2 法住　の知・と攻寄せる差仲軍 法住寺の知　と攻寄せる義｛軍 法　　の知．・と攻害せるx　軍

法　　呑上と攻めかける三　軍3
法皇　の敗走と　で遁れる法皇4 法　寺寄上と｜で遁れる法皇

異の願ぱ船上の・鳥羽天安4 船上の漉羽天堅
∫1駁　る＋莱た4

落ちのびる　茉主　4 件美が討たれたと思い泣く⇔頼＊

六条河原の」と｝堺’1　　げる三木

法皇に日雲らの死　伝える．範2
思い上がる又＋　エ・める　明 思い上がる義＋　謹める覧明＊ 思い上がる義＋　ぱめる．明＊ 思い上がるx　　譲める工明
熱田に留まる範恥又経矩2
知・　　宅　る頼．2 知　　F難する頼朝か＊
義キの　出　ゑ議　る平家一

師失　耳　につ【　諺＋2
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寿九五段 ．．． 違蔵絵錺 e暦二　版 1田宝〃館蔵絵 巨星大±　　会

小覇手 屋島で新年を迎える平家一門
正月　迎えた仮・所か 正月　迎えた　・η所か＊

＾治川 景⊆に箆罫　　える頼自

生L下賜される高績2 生食を下賜される高絹 生　　下陽される高縄 生食　下賜される高萩
生　1一気づく｝． 生　に気づく、

景互に←いつくろ一　絹 景　に言いつくろ一。細＊ 景　‘に　いつくろ一．綱牢

景定と講の　治川の　曄争い 景　と高絹の　治川の先陸　い＊ ・． とピ紀の一治川の　匡争い 景’と高絹の　治川の先匡争い
先区の名栗り　上げる≒，宕．重親2 先のピ桂となる言親

敗走　る　騎軍2
河原ム岐 戦区日己に目　通　負目

出立に女と男1れ　　しむ法　2 出立に女と別れ　　しむ三　牢 出立に女と別れを百しむ差
鴎　宴と戦亀東国．鳶2

御所に参上する蓑軽＊

御所に合戦の株子伝える義経2 法皇と公膨たち＊ 卸所に合《えの工子　伝える藍経穿 輝所に合駁の様子を伝える藍経

駿いつつ落ちてゆく劉中‡従2 戦いつつ落ちてゆく義　主

、最鶏 今井莱平と再会する藍仲2
東　軍に追　れる義　式 東国軍と奮麦　る三　ス＊ 更国軍と．，戦する義仲ミ

別れ際に師重の首　δじ切る巴2 別れ際に筒重の首を呂じ切る巴≠ 別れエに師亜の　　芯じ切る巴 別れ際に節重の首を捻じ切る巴

若　に自記　勧める莱平2
泥田で．→ち取られるx⇔2 壮給な自窒をする兼平＊ 泥田で討ち取られる又　＊ 尼田でモ・ち取られる義

給な自智　　る莱平 泥田で討ち駁られる〒｛＊ 壮絶な自害　する蓑平

樋口戊斬 叉　と莱平の死聞く莱光2
名乗リ挙げて駁い・たれる光広2 残　　集めて戯一菜光＊ 残些　套めて戦一美光
降伏　勧められる馳口表光3 降9した9’口茉光＊

引き回される劉の∋と莱光 引き回される義仲の首と莱光＊

一の谷に　　した平・軍 一の谷に布庭した平家軍

六　度合戦 四　の兵船　追いムー教経丸

臣良に攻め答せた教経c2
二÷になるまで践って逃げる通言　5 二緊になるまで駁って逃げる通言牢 二騎になるまで駁って逃げる通信

忠、駕に攻めかかる教経叉2 忠景ζに攻めかかる教経C
∵臣部の兵　　ち取る教．エ2 犀・園部の兵討ち取る教経

通旨ら源氏亀　追い文ら　教経2 通信ら源氏食追い散ら　教経
＝草．之≡1 戻の・コ所に・上した範頼と三経

ポ巨の忌日に　・．む牢家一P
畠原で．．の沙汰　　る宗盛

← 子　思い泣く維竪2
西へ進置　る範頼軍　2 西へ進軍する範頼軍と義経軍 西へ進軍　る又経置章 西へ進置　る範頼宴と義経軍

小野原に　　　る竃経置
＝草合賎 民寂　焼き　　ちに進むx経軍2 民・焼き　・に進む置経軍

平寂．にただれ込む源丘宴 で平．・になだれ込む源氏軍 で平家旺になだれ込む＿氏軍

船で長　へ渡る’盛た　2
老馬 出　．応　　る教経2

敵Pにぶえる数綬ζ2 平家宴の．＊ 敵置に≒える教経㌔
老．．案内に山道　一くエ経軍2 老．．　案内に山逼　行く藍経軍

弐∈に瓶案　　命じる丈経 汚師に道実内　命じる一軽培 ≡師に道案内　命じるξ．．牢 二師に道実内　命じる三経

一一 之駆 平山．宴の柔子　∬く．蔦谷：－2

平家の木戸口で　麦る熊谷父子
平塚の木戸で三谷に追いつく．書 平家の木戸で熊谷に追いつく．重
：1殿　る熊谷父子と　．亙 11殿　る持谷父子と’重 ・澱する熊谷父子と．重 1、戦　る、；谷父子と．重

紫で戦＾巳谷父子3 臼で職一ピ谷父子
ユ．≡で，現　る硲父子 敵旺へ単鰭攻め込む．亜＊

一 度之駆 平家の木戸口　攻める源氏食

敵　へ行入　る河｛兄弟2 鼓匿へ㌍入　る河原兄弟＊

i・死　る河原兄弟 言・死　る河原兄弟＊ ε・死　る河＿兄弟

景：　し頚に攻込む・県C 景旨　じ顛に攻込む戸，蚕

　　更し　度　入　る｝B．2 長　　丈し　度　入　る　．．＊

崖　夷に嫡　原父子2 隊　非に戦、　原父子＊ 茸　　に殿一・原父

坂落 入し乱れて戦、ら軍

類越　落ちた痘　射る乎案躍2 躍超　蒸ちた鹿　射る平寂軍 白越　落　た鹿　射る平啄置

．、落としてみる元経 平稼の・と芝越　下る一経軍 ．、．．蕗としてみるエ程

炎上　る・と船へ逃れる平》軍 炎上　る・と船へ逃れる平家軍 炎上　る・と船へ逃れる平寂軍

船で屋．へ向か一教．ヱた　2
盛俊最期 知盛に一の谷の敗曳　≡える2

則絹　助け、息　る盛・．・ R’繕　助け．息する盛一‡ 戻’繕　助け　　、る盛

盛一の　　取る口「繍 盛菱の　　巌る貝績＊ 巨一の首　取る則類牢
忠　最期 党　切られ・たれる忠度 叉　切られ　たれる忠度＊ 魏切られ　たれる忠度傘 詑　切られ　たれる忠度

忠度の残した歌　読む六・太 忠度の残した歌　続む六革太＊

重衡生＝ ，．．、射られた宮i2 ，、．　射られた亜1＊ 射られた重｝

自害　止められた亜1 自．止められた登戸 自害を止められた重戸
敦巨最錺 若武者　呼び返　　旨’宿’2 若武者　呼び返す熊谷百　ヰ 若武者　呼び返す熊谷苗　＊ 若武］呼び返　．R谷r訂．

武・の悲運に泣く面．2 ＝－L の　　取る］一＊

浜1 言・ち死にする平家の武ヨ迂2
父　助けて　死　る知童2 父　助けて　死　る知章＊ 父　助けて甜死する知章

船に逃げ延びた知盛と、⊥上鳳 給に遮げ延びた知匿と、井上黒牢 船に逃げ廷びた知巨と、“上黒
陸に上がって噺く井上黒

知章の死　　いて泣く宗盛たち

落足 沈む船から引き上げられる師盛 沈む船から引き上げられる師盛＊ 沈む船から引き上げられる師塵 沈む船から引き上げられる師竪

源氏之に討たれる通叉2 哀氏叉に言たれる通叉＊
濤上　さ　ら、乎家一　の船 迄上　さ　ら一平・一　の船

小 通ミの死　゜き泣く小宰 適民の死　　き泣く小　　＊ 通丈の死　　き泣く小

入　する小宰 入　　る小　　＊ 入　　る小

小　　の死　　ぽ上げる平・ 小　　の死　　1き上｛る煕く平家＊
小宰相　水’．にする平家の人々

’、牢　と蒲スの恋　の註2

舷　　覧段 ，、　．．館蔵　一 明暦一 ・田宝刀館蔵絵 明星大合蔵　．r

百浪 維盛の身を案じる北の方
首　ミ吠路　渡すよう求める漂氏＊ 首　汰路渡　よ一戎める漁氏

都大跨湊される平家軍の首 引き・される　距（内．女・〃1）か）

維竪の病気を伝える斎蔭兄弟
維盛の　氏　売むそ子＊ 維盛の手紙　読む左子

返｝ポ〈聯盛の一子2
巳子の手紙に涙　流す維竪 〉 子の＝紙　　取る維巨＊

内　女三 都大路　1き回される重1 旨汰路　引き回される言艦 都大路　引き・される重｝

堕丁に元宣　伝える定
屋　への　　に伝≡する重衡

出て重’の話　　　　る知　2 出て雷衡の話　手　　る知．

亜ぴの手紙　読む内．女房2 重衡の手緩　饒む内　女房＊
女　とのメ・　の許し　乞一知．

車とF外で．つ武士迂＊



十童段　　　　　原　　“館蔵絵 明暦二年販本 盲田宝〃館蔵絵 日　．大営蔵絵

≡れた女　と語り合一重衝2 訪れた女房と語り合う重衡　＊ 訪れた女房と鰭り合、亙「衝

別れ　臼しむ重衡と女房2
八　院宣 院宣に　　通　宗盛
ξ文 重衡の助命　訴える二位の尼 重iの助命を　える二位の尼＊ 重衡の助命　　える二位の尼＊ 重1の助命　　える二位の尼

重衝への手紙を書く二位の尼2 文に目を通す　＊

藷文　読む後白河法宴
戒文 法然とのメ・面　願、産雀

法然に’生の救い　求める重衡 法然に後生の敦い　求める重衝率 法然に後生の救い　求める貫：衡牢 法然にべ生の　い　　める重’
法然に　戒の礼　賠る重衡2

道下 鎌倉へと゜送される重衡2 護送の逗 鎌倉へと護送される釦棲却

璽衝と歌　取り交　す．R　の娘 言送の異と街道の女達
封達　下る重；一　 運　下る亜’－－

手‘1 重筏にメ・面する頼覇 重崔に対面する頼朝牢 重｛窒に対面する頼朝 重’に・面　る頼・臼

女　の世舌で　　清める重衡 女　の世舌で　　，める重1
女・の　　暴ねる重筏2
千　　‘1と闘永に・じる重衡 千手前と朗詠に興じる重衡＊ 千手前と朗詠に異じる貫衡 千⇒‘1と　泳にモじる　了1

手．］」ねぎら一頼朝

笛 屋．・　友け出　維盛たち2
黄笛　追い返させる滝口入道2 蓑笛　追い返させる滝口入道泳 笛　追い返させる滝口入遁＊ 黄←　追い返させる濁口入適

高　山へ向か、滝口入道2
滝口入道へ返歌をしたためる＿笛

滝口入道と合掌する人々＊
滝口入道と・面　る維竪

高 滝口入道に苦こ訴える維盛
高　山内　巡王する維盛一行 高　山内　巡手する維盛一一＊ ，　山内　巡　　る．筐盛一一

維盛出家 滝口入道の修行　　守る維巨
出家する維竪±従 出家する悲盛主往＊ 出家　る維盛主一
武里に屋島への報告を命じる維竪
武士の一・’とすれ違う維盛一行 維巨一一に畏まる武士の一・＊

熊　　旨 熊　　由に　篭　る維盛一’一

那゜滝の維盛一’一と噂する自ロ達 那智童のキ竪一’一＊ 那゜土の、盛一一と噂一る1呂＊ 那9滝の維盛一　と　　るヨ　違
維盛入 一 の公に名　書き付ける維盛 三の公に　　「き付ける維盛

入　のため沖に，拙　縫亘一一牢
入水　る乞盛 入水する維逗＊

三日平氏 帰途につく滝口入道と武里　2 御輿と武士たち（大嘗会沙汰1）か）
’

里の　△　　〈屋　の平　一 の〃の宮巨一廿（．．②か） 豆　の　仕　e〈　　の”寅一
崇箆上皇の雲　鎮める　土建立 　　　　　　　　　　．の院　　の一一＊（高　②か）

頼盛の鎌倉下向の伴　断る宗活

宗清の不　残念がる頼朝 負覇邸F前＊
頼蓑は頼盛へ引出〃　贈る 頼朝は頼巨へ引出物　贈る＊ 頼覇は頼盛へ｜出シ　踏る 頼　は頼盛へ引出／　賠る
源氏と戦い敗れる伊⇔・　．丈の兵

一一膵戸 稚竪の入水をn〈妻子たち 維盛の入　聞く一子たち章 維盛の入　　R〈±子たち
平家の行束案じる女人たち

、．羽天皇の即位礼

月夜に都を恋い歌を詠む行盛

迄渡れぬ源氏　浅する平家軍 海を渡れぬ源氏　　　る平家宣 海　渡れぬ源氏　～　る平家軍
窪る漂氏軍章

漁夫から浅漂を聞き出す盛紅2 漁夫から浅衰　聞き出す巨絹＊ 漁　から浅瀕　田き出　盛路庁 涼夫から浅瀬　；き出す盛経
海に馬　乗り入れる盛絹 揖に馬　乗り入れる盛蕎

馬で押し渡って戦う源氏と平家軍 ，．．で　し渡って戯＾源氏と平家軍

屋　へ退却する平家軍2
大二会之沙汰 廷行幸の行列2 文読む公彦と尼君昧億戸②か）

淀　⇔1　宕飼た 屋内の公卿たち＊（蔭戸（4）か

一 章段 原美．・館蔵　会 5暦二　版 ・田守物館蔵絵 巨星大一蔵絵
逆2 平家追討の院宣を受ける義．エ2 平家追討の院宣を受ける義絃

行末を嘆く平家一門
一 原景．と争詮する義経 梶原景．と　姶　る亘経＊ 原〔．と　鰺　る三経＊ ．、塒と　詮　る三経
強Eに船出させる義経軍 c屋に船出させる義経置＊ 風に船出させる薩経軍
葺火で先箔する義経の船

箒浦合政 上陸する義経軍
親家を引　　る義経 親家　1　　る義経
能遠の城攻める．経只2 能遠の城攻める三経瓦 能逆の城　攻める駿経文
勝利を一ぶ若経

大坂越 屋．へと急ぐ義経軍2
平家への　者　司える三経罵 平家への　　　同える三経．見

屋　を急≡する義経軍4 屋巳　急襲するえ軽距 屋　　急齢る・経蹴
次々に名蒙り　挙げる義経軍 次々に名桑り　挙げる義経軍

嗣信量期 舌暇の末に射られる巨嗣2 舌暇の束に射られる盛嗣＊

教経に射落される嗣信2 反経に射落される茸；坤 教経に射落される終言 敦．ヱに射落される閤言

詞信の死に泣く義経
詞信の菩提　　わせる義経 詞信の菩是　　　せる・経承

那須与一 那須与一に百　射るよう命じる蓑経

扇　射る搭須　一 ．る罫フ　ー 扇　射る那須　一 扇　射る邦須　一
弓流 平家の武者を射倒す与一

上陸して攻める景清たち平家ξ
美尾屋十郎の鍔ちぎった、； 美尾屋十　の穎　ちぎる景清＊ 美尾屋十郎の鐙　ちぎった景；

弓を拾う義経をめぐり戯う両軍 弓　ロー義経　めぐり戦一両軍 P一 云経　めぐり戦、両軍 弓　ロう套経　めぐり戦う両軍

鰻る源氏軍と敵を　張る蓑経
志度合戯 志度済に漕ぎ答せかける平家軍2

教能に平家が　けたと族る叢妄2 教能に平家が　けたとぶ．る三庭＊ 教能に平家が・けたと紅る≧巨＊ 教能に平家が　けたと　る若盛
教能に降伏　勧める義盛2 降伏した教能　運れ暢る藍蟹＊
遅れて屋島に到若した梶原瓦
法皇に瑞兆　報告　る　主

壇清合賎 範廷軍に合流　る夏経軍
㌍鶏で進退　占う別当湛増 野鶏で進退　占一別当活増＊ 閤鶏で進退を占、別当濯増＊
哀氏軍に漕ぎ寄せる湛鱈軍

≡経と塒の同士　止める擁氏 x経と若　の同士・止める牢 義経と景時の同士・止める源氏
巧みに職う梶原景　ミ

遠矢 平家軍に下知　る知竪 陸地で向い合い　　射る距（？）

重能に問いただす宗盛
いっせいに矢　射かける平家軍 船上で　　射かける矩真＊
平家に矢　射返　よう召く義盛 入り乱れて殿一両軍章

義堅の矢を射返す親済

仁井紀四郎　射返　浅零　一3 仁井紀四郎　射返す浅利　一
源氏軍に芝い匿りる白旗 源氏軍に琢い降りる白旗

先帝・入水 忘豚の大群の雪凶　占㍉平家軍2
女・達に敗戦　告げる知盛
帝とともに入水する二位の尼 帝とともに入　　る二位の尼＊ 帝とともに入水する二位の尼＊

能登殿最゜ 湊から引上げられる璽礼P院 引上げられる建礼門院と詠ぐ宗盛父子
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姓　一工工段 原・続館蔵絵鼓 ≡暦二年版本
’

田宝牡館蔵絵本 巨星大±蔵絵
丙　所の唐椹　開けかける源氏蓮 内　所の唐柾を開けかける辣氏章

引き上げられる宗巨父子2 引き上げられる宗盛父子

’L母子の景経の最　　る宗座
教経に追われて跳んで逃げる至経 教経に追われ跳んで逃げる三経＊

実光見弟　道逗れに入水する教軽 光兄弟を道逗れに入水の教経オ 光兄弟を道違に入水する教経＊ 実光兄弟　道逗れに入水する教経

内　所、）入 平家軍と散らばる赤旗 平家軍と歓らばる赤旗

平家の滅亡を湊上する広嗣 剃逐する三人（綻巨出家②）＊

京に壱送される平家の」女2 修予者と侍達（維盛出家4Dホ
器を迎えに鳥羽に向か一人々 達と通行人（熊　　謀i））＊

社殿　工む修行者逢（熊野’詣①） 都に戻された　器牢

一 P大路採渡 二宮奉迎の牛直を　送る女院
都大路　引き回される宗巨たち 都大路　引き回される宗盛たち 1汰路　引き・される宗巨たち 都大路引き回される宗盛たち
≡呈る済宗に　　％　　ける宗盛

平大納昔文之沙汰 文箱の処遇を時宇に　族　る　忠 文箱の処遇　時・に　ねる時忠＊

文箱を時忠の娘に返す・軽2 文箱を時忠の娯に返　義餐＊ 文箱　時忠の娘に返すx経
義経の所茱に激怒する頼草

割将一斬 副＝　　いて泣く宗巨 富1治　　いて泣く宗盛＊ 副治　・いて泣く宗盛 副⇒　　いて泣く宗盛

茎「寺　一送る宗盛父子

副将に斬りかかる兵士遥2
墓1隔の首　斬る兵士達2 副将の首を斬る兵士達吹 蚕「：の首　斬る兵士逢＊ 副壱の．断る兵士達
副将の首を　いて入水した女〉逢

倭越 鍾倉へ護送される宗盛父子と三経 鎌倉へ　送される宗盛父子と義．土

頼　に≡二する景時と莫まる兵士 頼　に譲言する景時＊
金洗沢の罰から追い返される若経
申し開きの状を書かせる菜経 申し院きの状碧かせる蓑経＊ 申し開きの状　　．〈義経＊

大臣殿矩・1 口する武士達＊
頼朝の口上を田まって、る宗盛 頼・の口上　畏まって承る宗盛＊ 頼朝との対面　待つ宗盛父子 穎゜の口上　畏まって承る宗盛

．にま送される宗盛父子 宗盛に引mを渡す日＊
首　討たれる宗巨 首　・たれる宗巨＊ 首　たれる宗盛父子＊
父の量期を尋ねる清宗
苦　　た宗　父　の

券十二重段 ．、・ 術館蔵ま合 8暦二　版 1田宝勿館定絵 明星大営蔵絵　（恭　二なし）

重衡以斬 奈　へ迭ら　る塵衝＊ 奈良へ送ら　る隻衝＊
北の　とメ・面する重衡 北の　と対面　る重衡＊

≧形　に北の方に渡す重衡
北の方と別れる重衡
奈　の大衆に引濫される璽衡2
斬ヨされる宣衝 新」される璽衝‡ 断ヨされる費衝＊

泣き悲しむ尼名違（　谷六代4）か）

大地震 大地震に逃げまど一人々 大地こに逃げまどう人々穿

e噺へ追　する法皇の一行4 卸所へ遺口る法皇の一行汝 御所へ遺・口る法口の一　

紺蚤沙汰 x・q の“賢Σ　引ず鎮倉下向の文

x覇のr諸婁　　け取る頼輯2 x° の院骨雲　・け取る頼蕎

遮に賠一　告げる勤
平大納≡ス流 鯉礼F院に別れ　工げる．忠

㌧子と名残　昔しむ時忠 さ子と名残　εしむ時忠 ±子と名残　　しむ．忠

配所へ．送される．忠

土佐・戊斬 一 経討取　下知する頼奪
毫軽に起紘文　碧く土佐 又経に起誌文　書く土佐房＊

x経の治　かける土佐房2
土　　．ζ　討破る義経主 土　　煕　　・ぽる三経主従章

・・経の前に引出された土佐房2 三経の前に1出された土佐房＊
判一、．エ落 範顧に法軽追酎を命じる廷朝

繕方三郎に助．叉頼む義軽2
九州に下向　る又経弐3 二経ζに攻めかかる太田．気＊ 九州に下・　るエ経八

又経丈に攻めかかる太田勢2 九州に下向　る甦経．克＊

釜に討き去リにされた女房達1
x経追言の院宣を口出る北条、政

吉田大紡　沙汰 穎．己の申請　挨討する法皇たち

六代 次々に門えられる平家の子孫違2
六代の隠れ家を一つけた．政．夷2 六代の隠れ家　一つけた時政亀＊ 六代の隠れ家　　つけた日政兵＊

僧坊の六代　取り囲む時政たち

六代　逗行する時政の一行2 六代　逗一　る．政の一行章 六代　逗一　る．政の一行

六代に返　　書く母君

文　に六代の助命　頼む乳母 波　爪の、たち（六代α斬②）＊ 文　に六代の助命　願む乳母泳

泣く親子違（．谷六代③の錯簡か） 1送の｜（六代註斤③か）＊

三、政に六代の命乞いする文覚2
六代の身　案じる母君たち 蓑海遁　下る》章 六代の　　案じる母君たち雰

斬　の£に1き出される六代2 斬首の≡にぽ出される六代＊
斬　　止める　者の目2 斬　　止める　　の、＊
頼゜の状状　売む．政

谷六代 仔紀　語る文　　2

大　工にたどり着いた六代
泣く女’違（六代）との錯簡か） 戻った六代と　会　る母君たち＊

合　　る尼（置衝被斬⑥の錆簡か）

六代広斬 良　　て泣く六代（六代被斬②か）

旅に出る六代2（六代瓜斬①か）

・1らわれた文．

山下る六代の］（谷六代1）＊ 鎌倉へ送られる六代＊

」宕野られる六代 　　　　　　　　　　　　．六代と再会　る母（　谷六代3））＊

女元・咄家 販山の、で泣く建礼門院
泣く　，と公江逢（小原　．≡④か） 出家　る女辞 出家する女柱
涙　る尼　の建礼門院 合掌　る二人の尼＊

簾旧の敬　したためる女院

女元　慰めに　れる女エたち
小原入・： 小原の貝！に　・る女院2 念仏　唱える女竜たち＊

覇）に人の　れ　思一女院

小原㌣幸 小原に芸・る法皇 小原に　幸　る法皇ホ
… 院の1　堅める法皇2

法●と酷△一阿波の内 法皇と語り合一’波の内　＊
女院　　，つ法宮（小、　　・幸51カ、） 女院　←つ法星牢 女院　．つ法皇
女元と畠る法安〔六適之沙汰面）か）

六適之沙汰 女院と吾る法皇 女院と詰る法皇＊

女元日　生 法宮　1．る女．2 三人の尼＊

≧終の　　と・’・の来　＊ 差終の　　と　・・の、　＊


